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今回は「生命の進化をたどるハイク」として行ないます。

われわれが住むこの地球は、今から約46億年に太陽系の惑星の
ーっとして生まれました。太陽系の9つの惑星のうち、生命が存在
するのは地球だけです。生命は35億年前に原始の海で誕生し、絶滅
と進化をくりかえしてきました。

今回はその歴史をハイキングにして体験しよういうものです。

そこで、長い地球の歴史をコースに見立てました。

1000m=1億年としてみました。
すると 100m=100 0万年

10m=10 0万年
1m=10万年ということになるのです。

地球の歴吏の中で、 35億年前に誕生した生命は、その後非常に
ゆっくりと進化していたのですが、古生代力ンブリア紀に入ると、

爆発的に進化をし始めました。

今日は生命の進化をたどるために、適当な時期としてこの古生代

を選び、ここからスター卜することにいたしました。約6億年前か
らです。

女スタート時聞はチームごとにちがいますが、ゴールの時間は
12:45～13:00の聞に、ここに帰って来て下さい。ゴールは早くても
おそくても減点となります。

女とちゅう、丸い足を持った恐ろしい怪物が横行するので、命を

うばわれないように、じゅうぶん注意をしてください。

女チームはまとまって行動して下さい。

女コースあんないの地図は大事にあっかつてください。コース上で

変化のあるところ（特徴のあるところ＝曲がり角付近など）は注意し

てみましょう。なにか印や指示があるかもしれません。

それでは、スタート順の指示にしたがって、

第①ポイント 「古生代カンブリア紀」に進んで下さい。
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女ポイントマンのクイズの答えは、別のカード。
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第①ポイント「古生代力ンブリア紀」

今から5億75 0 0万年前、これまで生命は非常にゆっくりと進
化していたのですが、古生代力ンブリア紀に入ると、爆発的に進化

をし始めました。
あたまに5つの目を持った「オパピニアJや14本の足を持った
「ハjレキゲ、ニアjなど、とてもふしぎなかたちをした生物もあらわ

れました。

女ポイントマンのクイズに答えて下さい。

それでは、第②ポイント「古生代デボン紀Jに進んで下さい。こ
のポイントは地図には示されていません。 5億年前（オルドビス紀＝
葵橋下）～3億年前（石炭紀＝春日小学校二丸太町河原町北西角）の間

にあります。

第②ポイント「古生代デボン紀」約4億年前

このころまでに海の中にいた生物が酸素をたくさん出し、大気に

酸素が増え、植物をはじめ生物が陸にあがり始めました。

女それはなぜでしょうつ チームのメンバーそれぞれが正しいと思

う番号に自分の名前を書いて下さい。

1 ようやく陸地が冷えて住める温度になったから。
2肺呼吸できる生物が誕生したから。
3太陽の紫外線が地表まで届かなくなったから。
4百まで数え終わったから。
5のぼせたから。

それでは、第③ポイント「中生代三畳紀」に進んで下さい。

第③ポイント「中生代三畳紀j約2億4700万年前

おまちかね、ハ虫類の時代に入って来ました。

地図にしめされた御所を東西に横切る2本のラインは、この聞が
ジュラシックパークで有名になった中生代「ジュラ紀」（2億1200万年
まえから1億4300万年前）です。
手前（ピンク）のラインに行くまでの進化の道すじを、ポイントマ

ンに指示されたコースで進みます。そしてジュラ紀の間にあるO印
の場所にあるもの名前をチームカードに記入して下さい。
でも全部のO印を回ろうと欲張ってはいけません。12:00までに
ジュラ紀は必ず通過して下さい。長くいると減点になります。

上のライン（ブルー）を越えると、ジュラ紀は終わり中生代「白亜

紀」（1億4300万年前）に入ります。

ム印の場所に立てである柱を見つけ、それに書いてある文字をチーム

カードに記入して第④ポイントに進んで下さい。途中赤と黄と青の目

をした恐竜にはしたがうこと。

第④ポイント「新生代J約6500万年前

ここにきて恐竜達はすっかりいなくなってしまう。最近では巨大

蹟石の衝突によるともされているが、恐竜絶滅のミステリーはまだ

解明されていないのである。
恐竜は絶滅したが、生き残ったものもいた。それは次の内どれか

5つ番号で示しチームカードに記入してください。
1ウマ， 2ワニ， 3サル， 4サケ， 5ネアンデルタール人， 6カエル，
7始祖鳥， 8サメ， 9マンモス， 10カメ， 11アンモナイト， 12ヘビ
13クレヨンしんちゃん， 14ボッカブリ， 15磯野波平，

示されたコースをたどって、ゴール（1、ゥス広場）へ急ぎましょう。

12:45～13・：ooにゴールするように考えて進みなさい。阜すぎても減
点です。ここでもし12:45をすぎていたなら、大変です。車に気を付
けて走るしかありません。急げ！！
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街中を歩くという、どちらかといえば変化に乏しいコースをいかにおもしろくハイキングするかと

いう昧付けが問題になってくる。あれこれ考えた上、少し視点を変えて、全行程6kmの距離を長い年
月に置き換え「生命の進化をたどるハイクJという子ーマをもってきた。

つぎに団行事の特徴であるCSからRS、膏成会、そしてファミリーチームという幅広い参加者を
均等に評価する苦労がいる。昨年は年齢等によってハンディキャップをつけたが、今年はスヲート時

間をずらしゴールする時間を閉じにして、各チームの能力に応じての所要時間の長短で悶等化を図っ

たつもりだが、ファミリーチームには気の毒であったと思う。
肝心なことは内容だ、ただ歩けIJ'.6kmは90分かからない、シ子ィハイクをいかに退屈しないで歩い
てもらうか工夫することに努力した。

最初の古生代は、生物がよ陸するまで余り変化のない時代だということを感じてもらうために、そ
のまま単調に進んでもらった。前半は元気なはずだから。その！まかはゴール近づくにつれて忙しくな

るようにすることで、 6同の長さを感じないように仕組んだ。
次に各ポイントについて説明する

第①ポイント「古生代カンブリア紀」 （ゴールまで約57 5 0 mの地点）

今から5億75 0 0万年前、これまで生命は非常にゆっくりと進化していたのですが、古生代力ン
ブ＇）ア紀に入ると、爆発的に進化をし始めました白

あたまに5つの目を持った「オパビニア」や14本の足音持った「／＼）レキゲニア」など、とてもふし
ぎなかたちをした生物もあらわれました。

女ポイントマンの課題「どんな生物か想像してこの画用紙に形を措いて下さい」

このポイントは「古生代カンブリア紀jを迎えたことを認識するために置いたD

ここでの課題の絵は、ユニークさと楽しさをポイントマンの独断と偏見で採点した。

第②ポイント「古生代デボン紀」約4億年前（ゴールまで約4000mの地点）

」のポイントは地図には示されていません。 5億年前（オルドビス紀＝葵橋下）～3億年前
（石炭紀＝春日小学校＝丸太町河原町北西角）の聞にありますから注意して進んで下さい。

」のころまでに海の中にいた生物が酸素をたくさん出し、太気に酸素が増え、植物をはじめ生物が
陸にあがり始めました。

肯それはなぜでしょうつ チームのメンバーそれぞれが正しいと思う番号に自分の名前を書いて下
さい。
1ょうやく陸地が冷えて住める温度になったから。
2肺呼吸できる生物が誕生したから。
3太陽の紫外線が地表まで居かなくなったから。
4百まで数え終わったから。
5の［ませたから。

正解は3です。 「すでに酸素はたくさん作られていたが、紫外線がふりそそいでいたため陸上では
住むことが出来なかった。酸素が上空まで達しオゾンが発生しこのバリヤーによって紫外線が地表に

届かなくなりようやく生物が上陸できたのが約4億年まえごろといわれている。」
このポイントは鴨川を飛び石で渡ったところに置いたが、見つけられなかったチームが多くあった

のは残念。スヲート前の「ウオーク・ラリーのせつめいJで強調した「コース上で変化のあるところ
は注意して 1なにか印や指示があるかも」ということを忘れたようである。棉川で飛び石を渡るなど
ということはかなりの変化と思うがいかが？ここで水から生物が上がったことを表したのだが。 得

点は正解した人数で採点。つまり人数が多くいるチームが得になるようにした。チーム人数が多いと
言うことはそれだけでもハンディキャップがつくから。

この古生代コース聞には古生代の生物カードを追跡サインに使ったのが注目を引き、第2ポイント
が見落とされる結果を生んでしまった。ポイントの設置の仕方も良くなかったようだ。あのカードの

ねらいは、第④ポイントのヒントのためにつけたものなのだ。

第③ポイント「中生代三畳紀J約 2億 47 0 0万年前（ゴールまで約2470mの地点）

おまちかね、ハ虫類の時代に入って来ました。

地図にしめされた御所を東西に横切る2本のラインは、この聞がジュラシックパークで有名になった
中生代「ジュラ紀J(2億1200万年まえから1億4300万年前）。

手前（南）のラインに行くまでの進化の道すじを、ポイントマンに指示されたコースで進みます。そ

してジュラ紀の間にあるO印の場所にあるもの名前をチームカ ドに記入して下さい。
でも全部のO印を回ろうと欲張ってはいけません。1200までにジュラ紀は必ず通過して下さい。長
くいると減点になります。

よ（北）のラインを越えると、ジュラ紀は終わり中生代f白亜紀J(1億4300万年前）に入ります。
ム印の場所に立ててある柱を見つけ、それに書いである文字をチームカードに記入して第④ポイント
に進んで下さい。途中赤と黄と青の目をした恐竜にはしたがうこと。

御所の中には、ポイントカ ドを設置することが出来ないので、 O印やム印の目標を訪ねてもらっ
た。時間を過ぎての確認に欲張らないことを求めている。正解は略す。

第④ポイント「新生代」約6500万年前（ゴルまで約650mの地点）

ここにきて恐竜達はすっかりいなくなってしまいます。最近では巨大関石の衝突によるとされてい
ますが、恐竜絶滅のミステリーはまだ解明されていないのです。

恐竜は絶滅したが、生き残ったものもいた。それは次の内どれか5つ番号で示しチーム力」ドに記
入してください。
1ウマP 2ワニ， 3サル， 4サケ， 5ネアンデルヲール人， 6カエル， 7始祖鳥， Bサメ， 9マンモ

ス， 10カメ， 11アンモナイト， 12へビ， 13クレヨンしんちゃん， 14ボッ力ブリ， 15磯野波平，
示されたコースをたどって、ゴール（ハウス広場）へ急ぎましょう。
12:45～13:00にゴールするように考えて進みなさい。阜すぎても減点です。ここでもし12:45をすぎ

ていたなら、大変です。車に気を付けて走るしかありません。急げ！！

正解は偶数の数字の生物です。

ここは時間調整ポイント。そしてゴールまで文字カードの追跡の始まりです

ゴールポイント「現代」

第④ポイントからここまでに見つけたカードを順に並べるとある順を示している。では問題です。

最後の文字は何でしょう。予想してその文字を記入して下さい。

次に各自に渡された短冊紙に次の言葉を一ついれて5文字7文字5文字の句をよんで下さい。
1生命（せいめい，いのち）' 2白亜紀（はくあき）' 3恐竜（きょうりゅう）' 4ジュラシック，
5中生代（ちゅうせいだい）' 6古生代（こせいだい）' 7おおむかし， S六億年（ろくおくねん），
9団行事（だんぎょうじ）。 二回使っても良い。各自の名前を忘れないでね。

1「フ」， 2「ハj' 3「シ」， 4 「ゲJ' 5「キJ' 6「イj' 7「二」， 8 「シj ' 9「ジ」，
10「ク」， 11「シj ' 12「ウj ' 13「つj
ゴールに向かつて若くなっていくことがヒント。進級章の頭文字。正解の文字はりすの「り」です。

最後に、この日の参加者には、ゴールのわずか2.5cm手前にお釈迦様の誕生とは驚きだ。というこ

とを、感じてもらいたかった。

もし、生命が誕生した35億年前の場面からスヲー卜するなら、大阪府の茨木市あたりから。地球
が生まれた46億年前なら大阪市梅田のあたりからスヲートしなければならないことの時間の隔たり

思い起こすと、あらためて自らの生命の太切さを思わざるを得ない。

我々の遺伝子DNAの中におおむかしの生物のDNAの一部が宿ってる。地球の歴史から見れば、本当に
ごくごく最近のことになるが、小川玄諦先生が亡くなられたことをとってみると、今も、先生の心が、

みんなの心の中に伝わっていることをあらためて認識したい。



「生命の進化をたどるハイク」

我々が住むこの地球は、今から約46億年前に、太陽系の惑星の 1っとして生まれまし

た。今のところ太陽系の8つの惑星（2007年箕王星は准惑星になりました）のうち、生

命が存夜するのはこの地球だけです。生命は約35億年前に原始の海で誕生し、絶滅と進

化を繰り返してきました。

今E甘l土その壮大な歴史をハイキングにして体験しようというもので

そこで、長い地球の歴史をコースに見立てました。

1 0 0皿＝ l億年としてみたのです。

すると lOmニ 10 0 0万年

lmニ 10 0万年

lOcm=lO万年ということになるのです。

地球の歴史の中で、約 35億年前に誕生した生命は、その後非常にゆっくりと進化して

いたのですが、古生代カ／ブリア紀（約5億75 0 0万年前）に入ると、爆発的に進化を

し虫合めました。

今日は生命の進化をたどるために、この古生代を選び、このあたりからスター卜するこ

とにしましょう。約6億年前からです。

さて、まずはタイムマシン「スカウ・トレック号jで6億年前にタイムスリップするこ

とから始めましょう。各ノf トロールに 2億年ごとにさかのぼれるダイムキ~3 つを用意し

ました。このタイムキーを班員全員が示すことによって 2億年（200m）ずっさかのぼれ、

3回クリヤーすれば目的つ6億年前にさかのぼれるというものです。もう時の旅人です。

それではタイムキーを渡したいと思いますが、そうは簡単に渡すわけにはいきません。

次の暗号を解いてそのキーを見つけてください。「スカウ・トレック号Jの無事を祈ります。

① 2億年（200m）までタイムスリ yプできるタイムキ｝は？ （ヒント＝あいうえお表）

6+1 4十 2 5+5 3十 2” 7+3 3+3 6+2” 

② 2億年（200皿）から4億年（400m）までタイムスリップできるタイムキーは？

6+2”3+3 7+3 10 +5 6十 5 ← （ヒント＝さかのぼる）

③ 4億年（400m）から6億年（600m）までタイムスリップできるタイムキーは？

始日四毛七巣終美二木六無三戸 （ヒント＝順序良く）

これらのタイムキーを、スタートと 2億年、 4億年のところで「スカウトレック号」

の乗員全員が示して、タイムキ」が合えば、各パトローノレは通過することがけHIとるのです。

それでは、距隣 10 r が10 0 0万年を表すということですから、 2億年は20 0 m 

です。歩く長さを正確に計って進んでください。訓練の成果を試す吋ーがきたのです。

（移動は追跡サインで、合イムスリップは場合によっては空間移動で短い距離で着く場合があります）

「生命の進化をたどるハイク J

課題解答カード スヲー卜時刻（ 6億年前）
． ． 

パトロール名 第 スカウ”トレック号 出発順位 番

氏名 乗 員 No. 

第 1タイムキー＝

暗号の解読

51イムスリップ 第 2タイムキー＝

のスヲー卜時刻

第3タイムキー＝

第①問題

課題 1 縮尺の確認｜ 年と 年

課題 2 の答え。正しいほうにO －長かった。 －短かった。

第②問題

口課題 1 正しいと思う番号を記入する。

第③問題

課題 1 同じものはどれでしょう ｜ 

第④問題

課題 1 それらは次のうちどれか口

5つ選んで番号を記入する。 口 口 口 口

第⑤問題

課題 1 予想の文字を記入する。 口
課題 2 指示した一句詠んでください。

（京都連盟ボーイスカウト講習会OB.①）
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各課題一覧 （京都連盟ボーイスカウト講習会08.①）

第①問題「古生代力ンブリア紀J約 5億 75 0 0万年前
舎から約6億年前、これまで生命は非常巴ゆっくりと化していだのですが、
古生代力ンブリア紀｜こ入ると、爆発的巴進化をし始めましだ。
さき日はこのあ主主りから生命の進化をたどるハイクを始めます。

課題 1 縮尺の確認 1 0 m = [ 年］ 1 m = [ 年］

課題2 この時代の地球の 1日は現在より、 ・長かっ定。 ・短かつだ。

第②問題「古生代デポン紀」 約4億年前
約4億年前ぐらいZなると、合まで海の中区いだ生物が酸素をたくさん出し、
大気仁酸素が増え、植物をはじめ生物が陸｜こよがり始めまし定。
課題 1 陸区上がり始めたのはなぜか。 正しいと思う番号を記入する。
しようやく陸地が冷えて生物が住めるよう｜こなつだから。 「「
2，肺呼吸できる生物が誕生しだから。 I I 
1 太陽の紫外線が、地表まで届かなくなっ定から。 」－－－＇

4，百まで数え終わつだから。
5. のほぜだから。

第③問題 「中生代ージユラ紀j約2億112 0 0万年前
あまちかね、は虫類の時代巴入ってきました。 恐竜が現れ、全盛を諮ったのは、
ジュラシックパークで有名巴怠りましだ「ジユラ紀」 2億 12 0 0万年前、とその後
の「白亜紀J1億43 0 0万年前です。
課題 1 恐竜の中には、高さが 5mをこえていだものが普通巴いたようです。
そこで高さ 5mとはどのくらいなのか、計ってみましょう r 
班長から計測の仕方を教えてもらいましょう。 ！ 
この付近区有る、高さ 5m のものとはどれでしょう。 （静原 v) L 

第④問題 「新生代J 約 65 0 0万年前
ここ！こきて、恐竜定ちはすっかりいなくなってしまいます。最近では巨大隈石の
衝突によるとされいますが、恐竜絶滅のミステリ はまだ解明されてはいないのです。
課題 1 恐竜は絶滅し涯が、生き残ったものもいた。それらは次のうちどれか、
5つ選んで番号を記入する。

1ウマ。 2フ二。 3サル。 4サケ。 5inずM ル人。 6力工ル。 7始祖鳥。 Bサメ0
9マンモス。 10カメ。 11?Ytナイト。 12ヘピ。 13フカメちゃん。 14ゴキブリ。

口口口口口
ヒット 第③ポイツトまでの追跡力一ドの生物の形を覚えていると大体わかります。

注意 新生代以降の生物はだめです。当然人間も。

第⑤問題 「現代」ゴール 京都連盟ボーイスカウト講習会08.1 

課題 1 ようやく現代です。注意深＜ゴ ルライツの年代を読みとりなさい。
そして第4ポイントからここまでは見つけだ力 ド区記入されだ文字を順巴
並べると、あるものの頭文字が順巴並んでいます。では最後の文字はその順か
ら何巴なるでしょう。予想の文字を記入する。

口、ベ、ボ、カ、 l
課題2 感想を一旬詠んでください（関係語を読み込む。例＝進化、恐竜など）

以上記入し終わつをら、班ごと！こ報告して解答用紙を提出してハイキングは終わりです。
指示時刻まで昼食タイムです。昼食と休憩をしてください。

これで、ハイキングl証終ゴですが、ハイキッグの感想も書いてくださると篤しいです。
用紙はスタッフ巴もらってください。昼食タイム終ゴ時に提出してく定さい。

同 5-

（京都連盟ボーイスカウト講智会08.①）

命の綱

( 1 3 0 0までにゴールできないとき開封する） 静原V

残念ながら聞けてしまいましたか。

すぐにゴール地点（鞍馬の館）に帰って下さい。

現在位置がわからず、または事故などで

ゴールできないときは、次の番号に連絡を入れて

指示を受けて下さい。

0 7 5 -7 4 1 -9 1 9 1 静原キャンプ場

0 9 0一00 0 0ー 00 0 0 隊長携帯

（京都連盟ポーイスカウト講習会08.①）

0 追跡カードには下記の文字を入れる。
0 ラミネート加工し、矢印はビニールテープで印す。

（京都連盟ボーイスカウト講習会四①）

この標識は、本日、講習会で使用のものです。 14:00には撤去します。

ボーイスカウト京都連盟 ボーイスカウト講習会 08.①
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第44園東部キャンポリ由

第1q園北山地区大会

「生命の進化をたどるハイク」

担当京都第38団

解答言a A. 欄

第①ポイント r古生代カンブリア紹』

課題 1 ゴ ル地点までの野帳の「コース観察記録jを提出。

課題 2 100 mに名前力一ドを貼る。

第⑧ポイント 『古生代デボン記』

誤差 5 ~1"f 以内

課題 1 正しいと思う番号の欄に名前を記入する。
我々が住むこの地球は、今から約 45億年前に、太陽系の惑星の 1

っとして生まれました。今のところ太陽系の 9つの惑星のうち、生

命が存在するのはこの地球だけです。生命は約 35億年前に原始の

海で誕生し、絶滅と進化を繰り返してきました。

今回はその歴史をハイキングにして休験しようというものです。

2

一3
一4
一5そこで、長い地球の歴史をコ スに見立てました。

100m=1億年としてみたのです。

すると 10m=100  0万年

1 m = 1 0 0万年

0. 1m=10万年ということになるのです。

地球の歴史の中で、約 35億年前に誕生した生命は、その後非常に

ゆっくりと進化していたのですが、古生代力ンブ ljア紀に入ると、爆

発的に進化をし始めました。

今日は生命の進化をたどるために、適当な時期としてこの古生代を

選び、ここからスタートすることにしました。約6億年前からです。

課題 2 当てはまる欄に植物の記号を記入する。

0 

ム

× 

ト
E
ト
二
人
一
ト

一品一

ζ
J
U

一

ン
一
ラ
一
ン
つ
弓
一
ン

イ
一
ュ
一
イ
一
一
）
一
イ

ポ
同
巴
ポ
口
じ
ポ

⑧

④

⑧

 

第

第

第

ー
団 到I

メンバー 2 3 

4 5 6 ア

課題 1

課題 2

当てはまる文字を記入する。

ポールの冨さ m 

「口
ψ
晶
山
叩E
 
白
・・47
1
1
1
1
1
1
1

・・4
齢
、，a司a

・E」園

生

生

代

中

新

規

F

E

E

F

2

a

τ

l

l

｝
l
l
l
l
F
E
E
 

る

ー

ー

ー

す入記を号
「
戸

u－E
 
るま↓臥て当

る

ー

ー

ー

す入記を号香るま↓40 て当

課題 3 2点聞の距離 m 

亡ゴ
cm 誤差 1o~~"f 以内

cm 誤差 1o~~"f 以内



(qq7.B.'2-う

京都キャソポリー北山地区大会

2 日目 午 後 プロク‘フム 計画書
企画者 38団今井善明 ｜訓練内容｜計測と観察

実施日 平成9年8月23日（土） 13:30～16:00 
実施場 友愛の丘周辺約600mのハイキング

7ーマ 生命の進化をだどるハイク

想定文

~~i~宮1~＝~1；；；重量喜善鞘空襲警
主で問宅黙をコス犠g~i車fい協ラこLと= 1 た。
すると 10m = 1 

1 m = 1 
10cm = 1 になるのです。

足号！？？滞醐5撒明革議2主
ここ の幣語気碍左前望号明記としてこの古生代を選び、

内容

し即時ココ言昌弘ζ
OOm = 
10m = 

約600mコースを1設m定し＝、 ＼イキングを行う。

コスに5カ所のポイントla:置さ課題狂出す。
全体として野帳を仕上げる。

時刻 次 第 内 笥一 ・蓮、品 行 担当
13:30 集合 6個班班員確認 概要説明
13:35 点検 野帳のfコース観察記録j書き方
13:45 セレモ二 リ字形

＊セレモニー次第は別紙
13:55 出発式 ハイキング参加力 ド配布 想定朗読

第1課題解答認定を受け疋班からj欠ヘ進む
14:20 最終班出発

第2課題～第5課題解答
15:20 全員戻る ハイキング参加力一ドを提出。。 結果集計
15:25 班作業 各自野帳を完成さ甘提出する。 各章細目認定
15:45 セレモ二 U字形

（講評） ＊セレモ二一次第は別紙
15:55 終了
解散 配給を取りにゆく

: G 

事前訓練課題
本隊集会によい結果を残すために、次の事項を

班で研究し、訓練しておくこと。

1 .食用・薬用・有毒・有害植物の研究をしておく。

2. 1 00 mの歩測に習熟するo

3.簡易測量器具を自作し、それを使って高さが測れるo

4.簡易測量法を研究し、到達できない2点閣の距離力百則れる。

5 野帳のfコース観察記録J書き方訓練しておく。
（ノ トの下から記入する1本線式。右の観察は右側に、左は左側に記
入する簡単なもの。方位角など詳しい記録をするものは今回不要。）

書き方の練習問題＝どの道を通ったか下記に略図と記号で答えなさい．

裁判所
A 

果樹園 竹林

09:30ゴ lレ
上北裁判所
09:25西に進む

竹と桃の林の聞の
道は気持ちが良川
09:20北に進む
北山斥候寺
09:15東に進む
09:10野川在渡る
09:07北東に進む

09:05:1七に進む
09:03野川を渡る
西に進む

09:00スタート

この解答は、当日点検時に確認する。

2級章課目 I 1級車課目 I 特修意課呂
計測 4ー（1) ｜計mu4ー（1 ) ｜観察章 3・4

計測章 1・2・3・5・6
地図とコンパス 8ーc1l I ｜読図章 1・2

奉仕希望人数： 4 名 （自国指導者数 2 名）
指導者総人数： 6名 団割振；

大RS; 4名

自 2-



特別研修会資料 ’95 第①ポイント 課題「どんな生物か想像して形を描いて下さいJ

今回は「生命の進化をたどるハイク」として行ないます。

われわれが住むこの地球は、今から約46億年に太陽系の惑星の
ーっとして生まれました。太陽系の9つの惑星のうち、生命が存在
するのは地球だけです。生命は35億年前に原始の海で誕生し、絶滅
と進化をくりかえしてきました。

今回はその歴史をハイキングにして体験しよういうものです。

第②ポイント

そこで、長い地球の歴史をコースに見立てました。

100m=1億年としてみました。
すると 10m=100 0万年

1m=1 0 0万年

0.1m=1 0万年ということになるのです。

2 

3 

4 
地球の歴史の中で、 35億年前に誕生した生命は、その後非常に
ゆっくりと進化していたのですが、古生代力ンブリア紀に入ると、

爆発的に進化をし始めました。

今日は生命の進化をたどるために、適当な時期としてこの古生代

を選び、ここからスター卜することにいたしました。約6億年前か
らです。

5 

第③ポイント
ジュラ紀 白亜紀

名
二
、ご
y

、

d
i

－－，， 
二
ン
チ
一
メ

No. 
第④ポイント

｜番号（5つあげよ）
l…イムスタートタイム

コースタイム

それでは、スタートの指示にしたがって

第①ポイント「古生代力ンブリア紀」に進んで下さい。

第⑤ポイント（ゴール）

最後一何日 一句



人類の進イじと歴史を長さぐC仇〉て，，
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体
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土
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喪汗刀~区ヨ宗主
京都主主盟式七山地りザヱー市耳時宜

1q?1>.6.～印 E 於才色管血句者く 1997年（平成9年〕2月7日（夕刊）雇主罰
金曜

現在の動物の祖先登場
「力ンブリア大爆、発J

「古生代力ンブリア紀」

今から5億75 0 0万年前、これまで生命は非常にゆっくりと進化していたのですが、古生代力ン
ブリア紀に入ると、爆発的に進化をし始めました。
あたまに5つの目を持った「オパビニア」や14本の足を待った「ハルキゲニア」など、
ぎなかたちをした生物もあらわれました。
女ポイントの課題「オパピニア」や「ノリレキゲニア」はどんな生物か想像して形を描いて下さい」

とても占、し

第①ポイント

今
か
ら
五
億
四
千
五
百
万
年
前
の

古
生
代
初
め
（
カ
ン
ブ
り
ア
紀
）
、

「
カ
ン
ブ
リ
ア
大
爆
発
」
と
呼
ば
れ

る
急
激
な
進
化
が
起
こ
り
、
現
在
の

多
細
胞
動
物
の
祖
先
が
ほ
ぼ
一
斉
に

究
糾
助
教
授
は
、
「
カ
ン

フ
リ
ア
の
大
爆
発
は
わ
ず

か
わ
ず
か
三
千
万
年
程
度

の
短
期
間
に
起
き
た
。
動

物
と
植
物
の
共
通
の
先
祖

に
あ
た
る
単
細
胞
の
生
き

物
が
多
細
胞
語
物
に
な
る

の
に
、
十
五
億
年
も
か
か

っ
て
い
る
の
と
比
べ
、
進

化
の
ス
ピ
ー
ド
が
急
に
上

が
っ
て
い
る
」
と
強
調
し

た。
多
細
胞
読
物
の
最
古
の

化
石
が
見
つ
か
る
の
は
カ

ン
ブ
リ
ア
紀
の
直
前
の
エ

デ
ィ
ア
カ
ラ
時
代
。
そ
れ
か
ら
わ
ず

か
な
時
間
で
、
私
た
ち
脊
椎
動
物
の

先
祖
の
脊
索
動
物
や
節
足
動
物
、
軟

体
動
物
な
ど
現
在
の
多
細
胞
動
物
の

多
く
が
一
斉
に
登
場
し
た
。
し
か
も
、

カンプリア紀にはオパピニア
をはじめ奇妙な形の多細胞動
物が数多く登場した。

い
世
界
で
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
の
動
物
群

が
大
発
展
で
き
た
」
と
報
告
し
た
。

恐
竜
絶
滅
後
に
ほ
乳
類
が
大
繁
栄
し

た
の
と
同
じ
現
象
が
起
き
た
わ
け
。

松
本
教
授
が
イ
ラ
ン
な
ど
の
地
層

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
石
灰
岩
な
ど

に
含
ま
れ
る
炭
素
の
同
位
元
素
日
の

比
率
が
、
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
直
前
の
一

時
期
だ
り
急
減
し
て
い
た
。
「
炭
素

日
が
少
な
い
の
は
深
縄
底
の
水
の
特

徴
。
大
洋
の
上
下
層
の
海
水
循
環
が

長
期
間
止
ま
り
、
深
海
底
の
水
が

無
酸
素
に
な
っ
た
後
、
カ
ン
ブ
リ

ア
紀
の
直
前
に
氷
河
期
が
始
ま
っ

た
の
を
き
っ
か
げ
に
海
水
循
環
が
再

開
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
す

る。
深
海
底
の
水
は
酸
素
が
少
な
い
一

方
、
リ
ン
な
ど
の
栄
養
分
を
大
量
に

含
む
の
で
、
植
物
群
は
大
量
に
増
え

「
進
化
の
大
実
験
」
時
代
め
ぐ
り
京
で
公
開
講
演
会

現
れ
た
。
日
本
古
生
物
学
会
は
今
月

二
日
、
ご
の
進
化
史
上
「
指
折
り
の

大
事
件
」
を
デ
l
マ
に
、
公
開
講
演

会
を
京
都
市
で
開
い
た
。

講
演
会
で
太
古
の
進
化
の
流
れ
を

解
説
し
た
大
野
照
文
京
都
大
理
学
研

第②ポイント

このころまでに海の中にいた生物が酸素をたくさん出し、大気に酸素が増え、植物をはじめ生物が

陸にあがり始めました。

世それはなぜでしょうっ
さい。
1ょうやく陵地が冷えて住める温度になったから。
2肺呼吸できる生物が誕生したから。
3太陽の紫外線が地表まで届かなくなったから。
4百まで数え終わったから。
5の1ませたから。

「古生代デボン紀」

チームのメンバーそれそeれが正しいと思う番号に自分の名前を書いて下

カ
す
ダ
パ
ー
ジ
ェ
ス
頁
岩
か
ら

は
、
現
在
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い

奇
妙
な
動
物
化
石
も
数
多
く
見
つ
か

っ
て
い
て
、
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
に
は
多

細
胞
扇
物
の
「
進
化
の
大
実
験
」
が

行
わ
れ
た
ら
し
い
と
い
う
。

一
方
、
松
本
良
東
京
大
理
学
系
研

究
判
明
教
授
は
「
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
の
直

前
、
深
海
底
か
ら
無
酸
素
の
水
が
急

に
湧
当
主
が
り
エ
デ
ィ
ア
カ
ラ
時
代

の
動
物
群
が
絶
滅
し
た
可
能
性
が
高

い
。
そ
の
結
果
、
競
争
相
手
が
い
な

第③ポイント「中生代三畳紀J約2億4700万年前

おまちかね、ハ虫類の時代に入って来ました。

ジュラシックパ クで有名になった中生代「ジュラ紀J(2億1200万年まえから1億4300万年前）。

事草是雪 1す省略

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
カ
ン
ブ

リ
ア
紀
の
動
物
群
が
繁
栄
す
る
の
に

有
利
に
働
い
た
ら
し
い
。

一
方
、
川
上
紳
一
岐
阜
大
教
育
学

部
助
教
授
は
、
「
エ
デ
ィ
ア
カ
ラ
か

ら
カ
ン
ブ
リ
ア
の
時
期
、
多
細
胞
語

物
が
急
に
進
他
し
た
の
は
、
水
中
の

酸
素
量
が
全
体
に
急
増
し
た
か
ら

だ
」
と
の
仮
説
を
提
唱
し
た
。

カ
ギ
を
握
る
の
は
地
球
内
部
の
マ

ン
ト
ル
の
動
き
と
そ
れ
に
連
動
す
る

火
山
活
動
。
植
物
は
二
十
七
億
年
前

中生代「白亜紀J(1億430C万年前）に入ります。

古事態 1:):；.首吟

ジュラ紀は終わり

に
は
す
で
に
出
現
し
、
酸
素
を
せ
っ

せ
と
作
り
続
け
て
き
た
。
が
、
ェ
デ

ィ
ア
カ
ラ
以
前
は
火
山
か
ら
大
量
に

噴
出
さ
れ
る
水
素
や
鉄
が
酸
素
に
結

び
つ
き
、
水
中
に
は
酸
素
が
あ
ま
り

残
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
単
細

胞
動
物
に
比
べ
大
量
の
酸
素
が
必
要

な
多
細
胞
動
物
は
、
そ
れ
ま
で
は
進

他
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

エ
デ
ィ
ア
カ
ラ
以
前
、
マ
ン
ト
ル

の
動
き
が
活
発
だ
っ
た
こ
と
は
大
陸

の
移
動
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
、
分
裂
と

合
体
を
繰
り
返
し
た
こ
と
か
ら
推
定

で
『
与
告
と
い
う
。

第④ポイント「新生｛－＼＇； J約6500万年前

ここにきて恐竜達はすっかりいなくなってしまいます。最近では巨大関石の衝突によるとされてい

ますが、恐竜絶滅のミステリーはまだ解明されていないのです。
恐竜は絶滅したが、生き残ったものもいた。それは次の内どれか5つ番号で示しチームカードに記
入してください。

1ウマ， 2ワニ， 3サル， 4サケ， 5ネアンデルヲール人， 5カエル， 7始祖烏， 8サメ， 9マンモ
ス， 10カメ， 11アンモナイト， 12＂＇ビ， 13クレヨンしんちゃん， 14ボッカブリ， 15磯野波平，

第⑤ポイント（ゴール）

第④ポイントからここまでに見つけたカードを/I固に並べるとある順を示している。
最後の文字は何でしょう。予想してその文字を記入して下さい。

次に各自次φ言葉を一ついれて5文字7文字5文字の句をよんで下さい。
1生命（せいめい，いのち）' 2白亜紀（はくあき）' 3恐竜（きょうりゅう）' 4ジュラシック，
5中生代（ちゅうせいだい）' 6古生代（こせいだい）' 7おおむかし， B六億年（ろくおくねん），
二回使っても良い。各自の名前を忘れないでね。

『ハ1, 3 rシJ' 4 「グ」， 5 「キj' 
fシJ' 12「ウ」， 13「つ1

では問題です。

」ボ「9 「シl' 8 「ニj' 7 「イj' 6 2 
11 

1「フl' 
10「ク」，
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発団a5周年紀念団行事（ウオークラリー大会）プログラム
臥5日五集合五議瓦布告 丁隊肢

110. 00閉式の辞 司会徳岡

u：~ょ号、日本ポ』イZカウト京総38 団姻35僻訟断取材ー打ト大会）を打います。

礼拝 本堂に正面・・脱帽合掌 礼J干A 元え

国旗掲場 BS 2名

ソング・・・連盟歌

挨拶・・…ー団委員長

ソング…… こ札械ちまして、関紙様わりH,i I 

110.1司オリエンテション…・ーウオークラリーの説明 s S隊長 I I 

班編減 注意事項 他日・・

日0.3!lウオクーラリー出発・・

13.0団到着斑より昼食…ーほか弁…’

!13. 3d蚤の市……RS

発表 ....・H ・・CS

i14.1司閉会式…・・各隊集合一一一報告西脇淳 司会河北

; t:t:t;より38醗罰35周年明鋭的む

ネソング……大谷スカウト

* :3 5周年記念綬の授与を行います。…..ii障体子前~··閣委綴
＊弥栄……38団発団35周年おめでとう。弥栄々々・…司会

＊ソングー…

＊進級披露を行います。......干！血5牝産量U：：＜約トを鱗凱ます

c S….. jj1障で敏生、陸軍全十自体H出席LI:：＜約ト
B S….. 2級… 獄断、 車i湖、 制服車山認、 u~払

1級… 糊隊創眠

箔章一lli/i,Jtl;君、I官官 隊よト言。 1量2鮪F獄掛でとう。線

s s・・0 ・・隼羊…自［問、伊藤君、1¥til 院長より宮 綿織舗で討。 弥栄
＊ソング…・・歓議に寄する欲

114. 3~ ウオークラ Iト・講評 表彰式 賞品

ネ挨拶ー一一中川団顧問

＊国旗降納

：＊ソング

iとと＊掛川滅ぼして35剛一ト一一一一一一

80人分紋志田

一一一」

第⑨ポイント 「古生代カン7リア紹j

約 5億 7500万年前

今から約61意年前、これまで生命は非常にゆっく

りと化していたのですが、古生代力ンブリア紀に

入ると、爆発的に進化をし始めました。

今日はこのあたりから生命の進化をたどるハ

イクを始めます。

課題 1 ゴール地点まで野帳の「コース観察記録J

をつけ提出する。

課題2 1億年（1 00 m）の歩測をする。

途中の追跡力一ド「オウムガイ」から歩測し

丁度 100mのところに自分の名前力一ドを貼る。

-1 -
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をたくさん合むコドンを利用するこ tが多しまったのだろう。後生細菌（メタパクテ関

ガ

後前

局
の

結

ヲ

ぞ

。

一
、

ζ
ノ

一
て
ま

い

l
u

－
て
て

u
d
つ

一

す

人

》
円
以
一
一

【

は

囲

間

範

－
の
の

門

差

一

糊

域

i

j

i

 

A

’
包
正
巾

1

4

 

い。グラム陽性と陰性の間の中！日i型！細菌は、

とシトシン（C)をf史う

そしてグラム陰性細菌は、両

逆にグアニン（G)

こtが多い。

という名の方がi直切fごと大沢教授は

述べてL、る。

また、真核生物の持っている葉縁体や、

ミトコンドリアなどは、原核生物が共生し

リア）

ストレア説に反して、化石資料が示すとお
ぜんし人てき

り、多細胞動物は漸進的にでなく、ほほ同

時に大量lこ出現したのだ。 eo 
てで
、
h

が

ら

タ

同

日

↓7

肋

の
一
山
晃

yt
－－事

ユ
ド
尚

一
均
点

問

屋

中

古
の

名

者

（

グラム陽性菌が、

全DNA中仁A1:Tを多くもち、中間112紺i菌

は逆にG1: Cが多〈、陰性菌はその中間とい

う事実がある。コドンの選択が、塩基成分

の割合と強〈対応しているようなのだ。

さら仁つけ力JIえると、

た結果生まれたとする共生説があるが、

5SRNAのデータ

ホウレンソウやシダの葉縁

らん

れを裏付ける結果も、

から出ている。

A
 
N
 
R

、

S

も

「「
υ

h

川

の

よ

ム

A
一
N

ソ

R

ボ

5

0

リ

5

だ

る

の

の

い

物

う

て

植

、

れ

の

と

ま

主

い

合

持

近

体
は
な
泌

三の例外的生物については、

。

生

プ

る

原

生

き

の

隆

て

ど

が

な

し

。

と

虫

現

、

る

こ
い
毛

ι
出

て

い

る
叫
山
崎
が
経
て

せ

や

物

を

つ

き

虫

動

）

が

り
M
毛

生

物

な

き

叫

鞭

中

動

つ

つ
、
、
山
形

t

J

M

i

r

－
川
市
川
ト

を

る

し

校

訂

番

よ

続

ア

物

順

に

に

リ

動

の

れ

物

ナ

胞

こ

そ

動

ラ

細 その他の多

？こTご、

Eのような理由て、細菌の系

それもつ塩基が片寄るのか。

がコドンのえり好みLEうつながるのか。

いったい、

統によって、

5SRNAの系統樹にもとづい

て、最近明らかにされつつあるのは、細菌

さらに、フゲストレアの次に来るはずの腔腸

動物は、他の多細胞動物と同時期に出現し

ており、腔腸動物が多細胞動物の起源とい

また、

l'f'fl＆：王子

仰寸 $為、

の系統によって遺伝暗号表の64通りのコ

ドンらの使われ方は一様てはなく、
l 0旬こE

:ii 
I 'i 

まだ見当がつかない。

しかし、このよう仁遺伝子構造を解明し

てい〈し生物進化の過程、はたまた最初

の生物がEんな遺伝子配列をもっていたか

いつの日か完全に予想、できるにちが

今のところ、

なE、

一定の

実例をあげよう。昔から細菌には、グラ

ム染色法で、色のつくグラムF身性菌しっ

かないグラム陰性菌があることが解ってい

5SRNAを使うと、両者は確かにJ}lj

さらに両者の中間的性質のものも

えり好みがあるというこ tだ。

うことは考えにくい。

実は、ハッジという生物学者11、

NAの結果t良〈似た考えを持っていたと

いう。彼の説は『動物の起源論』（西村三郎

著・中公新書）にくわしいので、興味のあ

る方は読まれるとよいだろう。

5SR 

そして今日より進んだ分子生物学いない。た。

の技術をつかって、

予て再創造することが、分子遺伝学の究極

の目的といえるだろう。重量

その原始生物を人類の系統て、

いることが持平ったのfご。

ここでちょっ t説明しておかなけ

5SRNAの系統樹が最もカを発

揮したのは、やはり細菌の世界においてだ

きて、

きて、ろう。

化
学
進
化

の
時
代

（生36
原原命憶
核始誕年
生生前
物

地球の歴史を一年にたとえた表

化石だけで系統樹をつくることができな1、のは、

化石として残りうる生物が、ごく最近出現したからだ。

3月末から生命は誕生していたが、

6ヵ月間は細菌（原核生物）しか存在していない。
さらに、化石として残りやすい植物が出現したのも10月以降で、

それとても樋物すべてが化石になるわけではない。

進化の鍵をにぎる3月から10月までの情報ti.化石からは得られないわけだ。

化石が残る、せきつい動物が出現したのも、やっと12月にはいってからなのだ。

12月

4
億
年
前

せ
き
つ
い
動
物

11月

8
億
年
前

多
細
胞
動
植
物

10月
畢
ロ
億
年
前

真
核
生
物

（
紅
藻
類
）

5月 6月 7月 8月 9月
喝事由申告~－＇＇＇＇＇＂＇曹空軍h一端 d弾事一一一町四＠－－－•，.，，，～電量·~·～
光 光大メ16
合 ら合 気タ償
措 ん成 にパ年
ir.i 藻的 酸ク前
治 型乗号
菌圃リ

7 

4月

判
億
年
前

嫌
気
的
細
菌

3月2月

31日

第ネ 10
四ア万
紀ン年
デ前,. 
タ

,. 
人

30日

6
5
0
0
万
年
前

霊
長
類

1
億
5
0

2
一
始
祖
鳥

日
｝2
p
 

白川2
 b
2億
年
前

晴
乳
類
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直
4水碩反射式
洗面器に水を入れてお昔、 A点のうつる位
置に立てば、高さHと目の高さ（h）との比は

XとYと同じになりまg,

A 

3.語診式
棒（h）の影と長さと求める物の軍次乃長さと

の比によコて求める物の高さが分かります。

h 

H 

i＂＇＇＂麟レ ＠
 

x 

！

？

t
r
i
d
i－
－

d

l

 

簡易測量器具（乙のハンドブックの裏表制Eあります） ＼巳 J
正切測量 I I h 

く定宿潤易測量器〉 ／八／
A点から下げたおわりによって、日か5何ミリあるかを見ると高さが分かる。 I ' I I 

川（寓古） = L （目的物までの蹴） x型竺瞳~ B~ 
ABの聾古（mm)

河街並量簡易測量器〉 ·－~』
；測点白ち自開と水平線と正問の角度から腕。それによって軍部こう配日度数（x)I~＂~ 
（問ったり、測点と目的物までの水平醐とその角度により高古在知るζとができます。 ＼＼よJ
t'H=L x tanx • ぺぷ

協調盟小

止

か

的

単

劃

眼

同

簡

明

も

は

℃

阪

で

け

っ

鮮

の

お

よ

1
4

も

て

に

泊

る

し

例

主
よ
M

憶
比

む

に
H

記

の

｝

し

さ

に

と

乱

用

長

常
U
E
E

ま

法
利
の
を
断
腕
れ

宥
在
百
腕
さ
と
ら

山
法
た
長
？
離
め

L
持

方

つ

の

ι
距

求

M
E
の

ぎ

で

の

が

功

例

様

に

ま

で

さ

1
1
同

を

棒

ま

高

6

俸

ら

物

に

~H 
x 

序＆h

割口当て法

簡易計測 D 02計測

E置きゅ測定~i··••·-·•.. •••••u.··•••.·•·i>•r i~I！沼
毛F長

」5.見通しj去
目的物の前の適当な色磁のところに捧在立

て、地面に自在接し、目的物を見通して棒のど

の位置にあるかを見定め、そ¢長さの比例式

！こよって測りますロ

ヂグh

x 

1 .割り当て法｛えん筆法、画家の方法）

身長がわかっているスカウトを選んで、そのス力

ウトを測ろうとする木のそばに立たせます。きみは

遠くに立ち、まっすぐにのばした手に、えん量産か木

の棒を垂直に立てて持ちます。えん筆の上部を木の

そばに立った仲間の背の高さに合わせて、親指のつ

めで印をつけます。木の全体の高さはえん筆に印を

つけた長さのいくつ分になるかを、えん筆で測って

みます。仲間のスカウ卜の高さに、えん筆で測った

倍数をかければ木の高さが出てきます。

2横だおし式

木じと棒をもって前方にのばし、高さを親指に定め、

横にたおしてその足下から同じ長さの地上の点在定

めると、それは高さと同じになります。そして、歩測

で測ります。

; 

横だおし式

：車謡曲富盛；樋曲
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「
「
あ
ず
か
」
の
エ
y
ク
ス
線
望
遠
鏡
で
撮
影
し
た
超
新
星
の
残
が
い
「
S
N
1
0
0

6
」
。
明
る
く
見
え
る
部
分
が
粒
子
加
速
器
の
役
割
を
し
て
、
｛
主
回
線
が
で
き
る

H

小
山
教
授
提
供
（
こ
の
画
像
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
る
）

磁
場
光
速
近
く
ま
で
電
子
加
速

定雪区

豆島由主義義義援金去島幸吉担金観謝易通産三

印
刷
万
年
前
ヮ

中国で見つかった原人の下あごの
歯の化石（上面＝左上z と内側か
らエ左下＝＝、ネイチャー誌提供）

ア
ジ
ア

最

古

人
類
化
石
を
発
見

中

【
ワ
シ
ン
ト
ン
日
日
共
同
】

中
国
中
央
部
の
洞
く
つ
で
発
見

さ
れ
た
人
類
の
粛
な
ど
の
化
右

が
、
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
で
最
古

と
さ
れ
て
『
与
～
原
人
化
右
よ
り

古
い
、
約
百
九
十
万
年
前
の
も

国

の
だ
っ
た
と
す
る
年
代
測
定
の

結
集
を
ラ
ッ
セ
ル
・
シ
ョ
ハ
l

ン
米
ア
イ
オ
ワ
大
教
授
ら
米
、

中
国
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の
共
同
研

究
グ
ル
ー
プ
が
ま
と
め
、
十
六

日
発
行
の
英
料
学
誌
ネ
イ
チ
ャ

震軍雲量

藤髄鞠離鞠醸麟輯覇麟鱒翻輯

尾正司手長汗J主蓬＂－霊童三

＇＇＇＂＂＇＇ー

1995年（平成ワ年） l l月16日〔木曜日〕
＿，，－－，・ 八示円．ネロ Eコ

ア
フ
リ
カ
以
外
で
見
つ
か
っ
た
人
類
と
し
て

は
最
古
と
な
る
約
百
九
十
方
年
前
の
ヒ
ト
化
石

を
、
中
国
自
宇
院
古
鵠
舵
動
物
古
人
穎
学
研
究

所
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
中
国
・
四
川
省
忍
山
近

郊
の
洞
窟
で
発
見
し
、
十
六
日
発
行
の
英
科
学

誌
「
ネ
l
チ
ャ
l
」
に
発
表
し
た
c

人
類
は
ア
フ
リ
カ
で
約
四
百
四
十
万
年
前
に

猿
人
と
し
て
発
生
し
、
原
人
（
ホ
モ
・
ヱ
レ
ク

ト
ス
）
に
進
化
し
た
段
階
で
約
百
十
万
百
四

十
万
年
前
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陵
へ
拡
散
し
た
と

さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
年
代
が
正
し
げ
れ
ば
、

さ
ら
に
吉
い
時
代
に
、
よ
り
原
始
的
な
タ
イ
プ

の
ヒ
ト
が
ア
ジ
ア
に
、
浸
透
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
た
め
、
人
類
の
起
源
を
め
ぐ
る
論
争
に
波
紋

l以ア
議外フ

を
呼
び
そ
う
。

報
告
し
た
の
は
同
科
学
院
、
米
ア
イ
オ
ワ
大

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
。
佑
右
は
八
0
年
代
後
単
の

発
掘
で
原
始
的
な
石
器
と
と
も
に
、
三
本
の
歯

と
下
あ
ご
の
一
部
が
発
見
さ
れ
た
。
放
射
性
物

質
の
自
然
崩
壊
を
利
用
す
る
「
電
子
ス
ピ
ン
共

鳴
法
」
な
ど
＝
一
つ
の
異
な
る
方
法
で
分
析
を
行

い
、
年
代
を
約
百
九
十
万
年
前
と
結
論
し
た
。

同
大
の
R
・
シ
ョ
ハ

I
ン
博
士
に
よ
れ
ば
、

歯
が
比
較
的
小
さ
く
き
ゃ
し
ゃ
で
あ
る
な
ど
の

理
由
か
ら
、
北
京
康
人
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
一

般
的
ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ス
で
は
な
く
、
さ
ら
に

原
始
的
な
「
初
期
型
ホ
モ
属
」
と
呼
ば
れ
る
、

ア
フ
リ
カ
で
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
タ
イ
プ

だ
と
い
う
。

ヒマラヤ【力
L

聡
士
】
レ

本
人
ト
ー

確
認
作
暗

の
日
本
＋

パ
ー
ル
市



厚手l1995年（平成ワ年J6月6日〔火曜日〕恭子主主言一宣童三

宗
教
学
者
の
山
折
哲
雄
氏
は
、
『
オ

ウ
ム
事
件
と
白
本
宗
教
の
終
鴛
』
と

題
さ
れ
た
文
章
の
な
か
で
、
〈
一
九

九
五
年
は
日
本
宗
教
の
「
終
末
」
元

年
と
な
石
だ
ろ
う
〉
と
い
う
意
味
の

発
言
を
さ
れ
て
い
あ
。
（
「
諸
君
ノ
」

六
月
号
所
載
）

ず
い
ぶ
ん
思
い
き
っ
た
こ
と
を
書

か
れ
た
も
の
だ
と
一
瞬
、
感
じ
た
が
、

読
み
す
す
ん
で
い
く
V2り
に
、
ま
さ

し
く
そ
の
通
P
か
も
し
れ
な
い
と
、

う
な
ず
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
氏
の
断
定
は
宗
教
思
想
家

と
し
て
の
田
本
人
の
歴
史
を
深
く
透

視
す
る
作
業
か
ム
盈
守
き
だ
さ
れ
た
も

の
で
、
単
な
る
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

な
発
言
で
は
な
い
。

伝
統
仏
教
の
空
招
化
、
神
道
の
非

宗
教
化
、
近
代
田
本
人
の
無
神
論
化

と
い
う
－
一
一
つ
の
現
象
の
背
後
に
、
明

治
の
「
神
仏
分
離
融
政
策
」
と
昭
和
の

「
政
教
分
離
施
策
」
の
影
を
指
摘
し

な
が
ら
、
現
在
の
私
た
ち
の
内
側
に

き
ざ
ま
れ
た
精
神
的
外
傷
を
え
ぐ
り

だ
そ
う
と
す
る
新
鮮
な
提
言
で
あ

る
。
こ
れ
を
読
ん
だ
人
び
と
は
誌
も

が
あ
る
糧
の
シ
ョ
ッ
ク
を
お
ぼ
え
た

は
ず
だ
。

映
像
や
活
字
の
た
れ
流
し

言
葉
だ
け
が
上
滑
り
－
し
て
い
る
、

と
い
う
印
象
を
最
近
ほ
ど
つ
よ
く
実

感
し
た
時
期
ほ
な
い
。
文
章
も
そ
う

｛ 

凱

寛之

作

五木

で
あ
る
。
多
く
書
け
ば
書
く
ほ
ど
文

字
が
た
だ
流
れ
て
ゆ
く
無
力
感
が
日

ま
し
に
濃
く
な
っ
て
ゆ
く
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

自
分
自
身
が
そ
う
な
の
だ
か
ら
、

映
像
や
活
字
の
わ
仕
掛
し
的
な
峨
酷

の
現
状
に
対
し
て
、
い
ま
さ
色
何
を

か
量
一
わ
ん
や
と
い
う
気
持
ち
を
押
さ

え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
年
に
は
い

っ
て
か
ら
ず
っ
と
頭
の
な
か
に
深
い

霧
が
か
か
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
を

お
ぼ
え
つ
づ
け
て
き
た
。

人
び
と
は
本
当
に
一
連
の
異
常
な

事
件
を
お
そ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
思
い
付

T
Uぜ
か
す
め
る

時
が
あ
る
。

自
分
自
身
や
家
族
、
友
人
や
同
僚

に
直
接
の
被
室
長
お
よ
ば
ぬ
か
ぎ

り
、
ど
ん
な
混
惨
な
犯
罪
も
一
種
の

見
世
物
と
し
て
興
味
を
抱
い
て
し
ま

う
蔀
ん
だ
習
慣
が
、
私
た
ち
の
内
部

に
つ
く
り
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ど

う
考
え
れ
ば
い
い
の
か
。
耕
一
割
的
な

ド
ラ
マ
や
シ
ョ
ウ
の
よ
ろ
に
、
続
発

す
る
悲
劇
が
大
量
日
間
賞
さ
れ
て
い
る

現
状
を
、
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
あ

ぺ
き
な
の
か
。

「
ニ
ュ
ー
ス
・
シ
ョ
ウ
」
と
い
う
い
。
も
の
を
書
く
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ

言
葉
が
あ
る
。
い
み
じ
く
も
メ
デ
ィ
私
が
か
つ
て
小
さ
な
業
界
紙
で
働
て
い
る
私
自
身
が
、
と
き
に
は
フ
ァ

ア
の
報
道
に
対
す
る
立
場
を
正
直
に
い
て
い
た
こ
ろ
、
月
々
の
給
料
や
わ
ク
シ
ミ
リ
で
原
稿
の
依
頼
を
受
け
、

反
映
し
て
い
る
用
語
だ
。
ひ
と
り
の
ず
か
な
ボ
ー
ナ
ス
は
、
か
な
ら
ず
経
書
き
あ
げ
た
原
稿
を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

人
聞
が
刺
殺
さ
れ
る
現
場
の
情
景
営
者
の
手
か
ら
直
接
に
わ
た
さ
れ
た
で
一
稿
す
石
。
ゲ
ラ
刷
り
が
送
ら
れ

を
、
映
像
は
く
り
返
し
く
P
返
し
見
J

河
川
町
叱
っ
た
。
そ
の
こ
と
の
う
？
口
て
く
る
と
直
し
を
入
れ
、
フ
ア
ク
シ

せ
て
く
れ
る
。
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
う
し
さ
と
、
一
方
で
ま
た
確
か
に
労
ミ
ロ
で
返
す
。
し
ば
ム
く
し
て
掲
載

や
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
や
、
フ
レ
働
の
報
酬
を
自
分
の
手
に
し
た
と
い
詰
が
送
ら
れ
て
き
て
、
編
集
部
か

I
ム
の
処
理
な
ど
が
多
用
さ
れ
、
流
う
実
感
と
は
、
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て
ら
の
稿
料
が
銀
行
に
振
り
込
ま
れ

れ
る
思
議
ま
で
が
鮮
明
に
市
民
今
も
私
の
記
憶
に
や
き
つ
け
ら
れ
て
る
。

の
居
間
に
送
り
こ
ま
れ
る
の
で
あ
い
る
。
こ
の
薄
っ
ぺ
ら
な
給
料
袋
の
ま
っ
た
く
一
度
も
一
当
編
集
者
と

る
。
中
身
が
私
の
自
由
を
拘
束
し
、
私
の
顔
を
あ
わ
せ
る
こ
と
な
く
一
つ
の
仕

も
う
い
い
、
と
、
思
わ
ず
口
走
っ
体
力
を
消
費
さ
せ
、
私
の
精
神
を
屈
事
が
終
わ
る
こ
と
さ
え
あ
る
の
だ
。

そ
ん
な
な
か

｝

？

国

b

j

＝b
1

J

＝
P
S
5

で
、
熱
心
に
人

＝
、
ミ
d
b巳
訟
回
LF倍
、
d
L

一抱
mN

間
的
接
触
を
も

臨

調

臨

幽

四

回

堅

固

四

四

国

制

盟

団

活

柵

と

め

る

若

い

ジ

川
川
問
問
問
山
間
附
附
川
山
山
附
則
附
肌
剛
川
川
鵬
附
附
川
川
W
臥
問
問
山
制
服
仙
印
附
山
川
ャ
1
ナ
リ
ス
ト

の
存
在
が
、
ご

て
し
ま
う
瞬
間
が
、
今
年
に
は
い
つ
さ
せ
る
の
だ
な
、
と
そ
の
つ
ど
思
っ
と
さ
ら
印
象
的
に
感
じ
ら
れ
あ
と
い

て
か
ら
何
度
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
た
も
の
だ
っ
た
。
う
の
も
情
け
な
い
話
だ
。

そ
こ
に
生
命
が
失
わ
れ
る
現
実
感
は
し
か
し
今
は
そ
ん
な
実
感
は
ほ
と
ひ
と
つ
の
社
会
に
起
こ
っ
た
問
題

な
い
。
々
と
な
く
な
っ
て
い
る
。
給
料
は
銀
は
、
す
べ
て
私
た
ち
自
身
の
問
題
で

行
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
経
由
し
て
振
一
も
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
古
い
仏
教

生
活
実
感
の
な
い
世
界

り
込
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
経
の
思
想
は
、
私
た
ち
一
あ
ら
ゆ
る
現

私
た
ち
は
生
活
の
実
感
を
失
っ
た
費
も
勝
手
に
引
き
落
と
し
さ
れ
る
。
象
か
ら
嬉
縁
の
孤
立
し
た
存
在
で
は

世
界
に
住
ん
で
い
る
の
だ
。
皆
が
個
何
枚
か
の
カ
l
ド
を
所
有
し
て
さ
え
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い
否
。

々
ば
h
Aば
ら
で
、
体
温
も
体
臭
も
な
い
れ
ば
、
現
金
に
手
を
触
れ
る
必
こ
の
国
の
危
機
は
、
入
国
全
体
の

い
架
空
の
社
会
に
で
あ
る
。
な
に
が
要
さ
え
も
な
い
。
テ
レ
ビ
や
カ
タ
ロ
危
機
で
あ
り
、
地
球
と
い
う
生
命
体

現
代
人
を
そ
う
さ
せ
た
か
に
つ
い
て
グ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
、
麻
雀
や
そ
の
も
の
の
危
機
で
も
あ
る
と
私
は

は
、
識
者
が
手
際
よ
く
解
説
し
て
く
カ
ー
ド
の
よ
う
な
遊
び
さ
え
キ
1
思
う
。
一
九
九
主
年
と
い
『
盈
は
、

れ
る
が
、
そ
こ
に
も
手
応
え
の
あ
る
ボ
ー
ド
を
あ
や
つ
否
こ
と
で
で
き
そ
の
危
機
が
誰
の
固
に
も
見
え
る
よ

現
実
感
は
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
こ
な
る
。
う
に
現
れ
て
き
た
大
き
な
曲
が
り
角

な
の
で
は
な
い
か
。

き
た
人
間
と
い
う
寄
生
群
を
、
よ
う

や
く
自
己
を
害
す
る
非
自
己
と
し
て

認
識
し
は
じ
め
た
よ
う
な
気
が
す

サ
リ
ン
犯
罪
も
、
カ
ル
ト
宗
教
の
る
。
い
ま
私
た
ち
の
世
界
に
起
こ
っ

間
遍
も
、
ど
れ
も
個
々
の
事
件
と
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
は
、
地

て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
球
が
自
衛
の
た
め
の
拒
絶
を
人
穎
に

子
供
の
自
殺
や
、
経
済
の
混
迷
や
、
対
し
て
加
え
つ
つ
あ
る
の
だ
と
い
う

政
治
の
無
力
化
な
ど
、
す
べ
て
の
事
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。

象
が
大
き
な
鎖
で
連
震
し
て
い
る
と
控
盤
、
と
い
う
言
葉
が
あ
る
o
古

思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
だ
。
代
中
国
の
心
配
性
の
人
が
、
天
地
が

ダ
ム
を
作
っ
て
洞
を
せ
き
と
め
、
己
崩
れ
落
ち
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

地
面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
舗
装
し
つ
う
れ
え
た
故
事
に
な
ら
っ
て
、
取
り

く
し
、
大
気
を
湾
し
、
核
の
実
験
を
越
し
苦
労
に
心
を
痛
め
る
こ
と
を
言

く
り
－
返
す
な
ど
、
私
た
ち
は
近
代
の
う
の
だ
が
、
私
の
こ
う
い
っ
た
感
覚

進
歩
の
名
の
も
と
に
思
う
が
ま
ま
に
を
一
小
説
家
の
杷
憂
に
す
ぎ
な
い
と

含
ま
っ
て
き
た
o
そ
れ
が
三
十
世
笑
う
人
も
者
こ
と
だ
る
つ
。
し
か

紀
の
歴
史
と
い
う
も
の
で
は
な
い
し
、
私
は
あ
く
ま
で
自
分
の
実
感
に

か

。

こ

だ

わ

り

た

い

と

患

っ

。

何

か

が

近

地
球
が
も
し
一
智
の
生
命
体
だ
と
づ
き
つ
つ
あ
る
の
だ
と
本
当
は
誰

考
え
ら
れ
る
の
な
ら
、
地
球
は
宿
主
も
が
意
識
の
い
ち
一
ん
深
い
と
こ
ろ

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
寛
容
に
対
し
て
で
感
ひ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

自
衛
の
た
め
人
類
を
拒
絶



：
p
h
‘
サ
ピ
エ
ン
ス
に
進
化
。
そ
の
一
と
す
弓
単
一
起
源
説
、
各
地
で
さ
よ
ら
に
時
代
が
進
む
と
ス
ン

ア
フ
リ
カ
で
ピ
ト
y
誕

生

害

現

代

人

（

現

代

君

主

か

ら

進

化

し

た

i
fフ
協

議

し

E
Z

＝＝
F
I
F
－
－
サ
ピ
エ
ン
ス
）
が
生
ま
れ
た
帯
地
域
一
化
説
、
ア
ジ
ア
と
ア
ン
ト
ロ
ブ
ス
は
ソ
口
人
、
北
京

1
l
J引
引
引
コ
削
、
人
語
は
康
人
の
段
階
で
ア
さ
ら
に
原
人
は
、
ヨ
l
ロ
ッ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
代
人
フ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
原
人
原
人
は
マ
パ
人
と
い
う
古
代
型

人
類
の
進
化
一

｜
｜
い
け

μい
H
H
L
7リ
カ
大
陸
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
西
ア
ジ
ア
の
ネ
ア
ン
デ
ル
へ
の
道
筋
に
は
、
す
べ
て
ア
フ
が
進
化
し
た
と
す
る
東
凶
一
一
地
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
に
進
化
し

ア
フ
リ
カ
に
最
初
に
現
れ
た
パ
、
ア
ジ
ア
へ
と
進
出
し
た
。
タ
ー
ル
人
な
ど
古
代
型
ホ
モ
・

3
2民
票
ら
生
ま
れ
た
域
進
化
説
な
ど
が
あ
る
。
た
。
ま
た
、
そ
の
挫
の
一
代
型

猿

人

（

約

五

百

万

年

百

数

十

：

：

；

i

i

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
で
は
、
縄

万
年
前
）
が
、
人
類
の
源
流
に

i
l
l
・i
‘
‘

l
l

・
－
’

I

1

1

イ
パ
川
1
1
H
1
文
人
と
の
共
通
性
が
注
目
さ
れ

、jゴ
J
巳
h
L
H
V
、

。

ヨ

レ

l
H

、、

v
h
y品
川

却

一

ア

ジ

ア

の

一

類

一

な
っ
て
い
る
c
猿

人

の

脳

富

釧

克

寺

前

志

、

レ

ン

4
ハ
穆
劃
「
じ
ド
F
る
沖
縄
の
滋
川
人
（
一
事

は
四
旨
i
五
百

α。
初

期

の

猿

一

』

d
f
一l
l

司

f

j

＝l
－
最
初
の
氷
河
期
か
骨
格
わ
町
仁
卑
前
）
、
屈
葬
の
跡
が
あ
る
マ

人
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
ほ
と
ん
機
購
繍
際
機
購
総
選
総
鱒
織
機
購
鶴
離
選
轍
職
議
鱒
鰯
翼
線
総
選
鶴
総
選
融
鱒
鰯
遠
近
づ
き
、
海
水
面
が
上
昇
し
拍
レ
I
シ
ア
の
ペ
ラ
人
（
一
万
一

ど
差
が
な
く
、
ヒ
ト
で
あ
る
こ
選
選
総
翼
線
臨
機
機
騒
議
総
輔
機
嫌
題
懇
欝
翻
鱗
翻
繍
翻
総
選
総
選
め
た
約
九
十
方
笠
聞
か
ら
、
せ
千
年
前
）
、
中
国
の
山
頂
洞
入
、

と
の
前
」
言
え
る
直
立
歩
行
機
織
機
機
織
機
織
機
織
機
議
総
選
織
機
織
機
察
機
織
機
織
繍
畿
織
機
盤
機
ま
く
な
っ
た
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
を
柳
江
人
（
年
代
未
確
定
）
な
ど

も
、
ま
だ
き
ち
な
か
っ
た
。
鱗
織
機
織
機
織
轍
験
機
総
選
総
燃
職
騒
融
機
感
線
滋
機
嫌
嫌
融
機
繍
総
選
総
線
機
購
総
選
桂
に
し
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
が
ア
ジ
ア
の
化
右
人
類
と
し
て

初
期
猿
人
か
ら
、
曲
が
小
さ
鱒
鵡
線
機
翻
臨
機
感
輔
翻
輔
騨
総
選
議
院
膨
醸
譲
腿
総
臨
機
騒
麟
轍
織
機
融
機
織
総
選
還
を
北
上
す
る
ピ
テ
カ
ン
ト
ロ
ブ
知
ら
れ
て
い
る
。

い
「
き
ゃ
し
ゃ
型
」
と
露
大
総
饗
議
機
轍
議
総
樹
齢
醗
麓
議
蹴
鞠
翻
翻
湖
沼
湘
関
関
線
総
鱒
臨
機
綴
護
機
撃
ス
が
現
れ
た
。
現
代
人
の
直
接
祖
先
は

7
7

き

く

龍

の

発

達

し

た

「

が

ん

護

審

鱗

隠

鱒

総

量

議

瀦

翻

鱒

翼

線

襲

警

は

、

八

十

万

年

前

ご

ろ

リ

カ

で

誕

生

し

た

と

す

る

見

方

じ
よ
う
盛
」
が
進
化
し
号
機
線
機
感
機
織
機
織
瀦
縁
組
翻
翻
甑
眠
総
搬
灘
翻
態
齢
騨
織
機
機
際
機
機
織
問
問
中
国
南
部
ヘ
進
出
し
て
監
脱
原
（
単
一
起
翠
日
）
で
は
、
国
代

こ
う
し
た
猿
人
の
一
部
か
総
選
議
機
感
蓬
一
可
護
憲
越
線
警
護
躍
輔
譲
鱒
繍
機
織
機
関
懇
人
と
な
り
、
さ
ら
に
北
方
の
厳
型
と
、
ア
ジ
ア
の
古
代
刑
事
ピ

ら
、
打
製
右
器
の
製
作
に
た
け
融
機
織
翠
議
翠
整
機
感
鵬
議
議
機
護
欝
蓮
繍
議
機
織
繍
撃
機
轍
機
線
機
織
し
い
蹟
境
に
適
応
す
る
た
め
、
テ
カ
ン
ト
口
ブ
ス
と
の
直
接
的

た
ホ
モ
・
ハ
ピ
リ
ス
（
「
器
用
機
織
織
機
総
選
轍
繍
議
繍
灘
鶴
自
湘
総
選
総
選
轍
繍
鱗
機
議
選
火
の
使
用
な
ど
を
撃
さ
せ
た
な
関
係
は
な
い
が
、
馬
場
悠
男

な
ヒ
ト
」
の
意
味
）
が
出
現
、
線
機
機
議
議
機
織
綴
機
織
議
議
機
撃
織
線
機
嫌
欝
議
鶏
翠
撃
機
嫌
綴
綿
織
機
鰯
グ
ル
ー
プ
が
北
一
一
原
人
と
な
っ
・
国
立
知
子
博
物
館
人
絹
研
究

さ
ら
に
脳
容
積
の
拡
大
、
石
器
鱗
織
機
線
機
機
織
機
織
機
機
織
線
灘
綴
翻
数
機
線
機
織
機
機
隊
機
際
機
線
機
機
織
機
線
機
織
機
鱗
酬
た
。
北
一
一
展
人
で
は
脳
容
積
は
部
長
は
「
ピ
テ
カ
ン
ト
ロ
ブ
ス

製
作
請
の
向
上
で
ヒ
ト
ら
し
畿
幾
畿
議
機
綴
機
線
機
織
繍
繍
察
機
鱗
機
線
機
織
機
織
機
織
機
線
機
綴
機
織
鱗
線
機
鱗
線
千
i
千
二
百

αに
増
大
、
や
り
は
顔
が
平
た
い
な
ど
現
代
ア
ジ

く
な
っ
た
の
が
属
人
（
ホ
モ
・
織
機
織
機
織
綴
綴
線
機
機
総
線
機
綴
機
織
綴
織
線
機
線
機
線
機
線
機
綴
織
畿
綴
機
織
機
綴
綴
織
に
付
け
た
右
器
の
使
用
な
ど
石
ア
人
に
つ
な
が
る
よ
む
つ
な
特
徴

エ
レ
ク
ト
ス
）
。
百
数
十
万
年
マ
レ
シ
ア
で
発
見
さ
れ
た
ベ
ラ
人
の
骨
と
副
葬
品
器
文
化
を
再
び
発
達
さ
せ
た
。
が
あ
る
」
と
い
う
。

山
川
川
川
川
川
町

m
m
M閉
山
閉
山
山
間
川
町
出
抑
制
山
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
間
山
間
山

1
1川
川
川
川
川
川
山
川
山
川
川
川
川
川
川
山
山
間
川
川
町
こ
こ
で
幸
運
の
女
神
が
デ
ュ
ク
が
見
つ
か
っ
た
ー
ー
。
デ
ュ

山

剛

山

剛

山

州

側

側

州

制

叫

J
山

剛

附

川

相

馴

州

州

酬

酬

明

四

冊

幽

蜘

州

劇

剛

山

劃

照

州

酬

酬

ポ

ワ

に

ほ

ほ

え

む

o
一
八
九
O

ボ
ワ
の
報
告
は
学
会
に
セ
ン
セ

情

出

世

間

畑

出

山

岡

崎

閣

情

日

開

園

出

柳

田

問

問

酬

草

、

ま

ず

白

人

一

の

下

ア

ゴ

通

l
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
す
が
、

川
川
川
川
川
山
山
山
間
山
川
出
削
削
山
山
山
川
川
川
川
出
川
川
山
川

H
M肱
問
問
問
削
削
川
削
山
川
目
川
川
川
川
川
川
川
川

t
i
l

の
化
右
を
発
見
。
以
龍
、
顕
語
認
め
ら
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ

「I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l－
I
l
l
i－
－
I
l
l
i
t－
－
－
ー
I
l
l
i
t－
－
－
」
「
そ
の
化
右
は
ア
フ
リ
カ
か
車
骨
や
脚
の
骨
な
ど
を
次
々
と
掘
た
。

一
『
坦
い
過
去
か
ら
、
ピ
子
力
J

ト
ロ
ブ
ス
が
や
っ
て
く
る
枇
界
で
初
め
て
公
開
さ
れ
る
。
最
新
の
人
語
学
の
知
識
を
一
南
ア
ジ
ア
で
見
つ
か
る
」
と
ま
り
出
し
た
。
落
ち
込
ん
だ
デ
ュ
ボ
ワ
は
化

一i
l
l
－
。
百
十
万
l
七
十
万
年
前
の
ア
ジ
ア
畠
告
の
人
類
、
一
駆
使
、
ピ
テ
カ
J

ト
ロ
プ
ス
の
事
b
し
ぶ

P
2当
時
の
積
一
で
予
言
、

E
7カ
ン
ト
ロ
ブ
デ
ュ
ボ
ワ
は
、
「
解
剖
学
的
石
を
金
庫
に
し
ま
い
込
ん
で
し

ピ
テ
カ
J

ト
ロ
ブ
ス
（
ジ
ャ
ワ
原
人
）
の
他
右
や
生
活
な
一
墳
を
雨
量
γ
ん
し
た
ジ
オ
7
マ
、
絶
滅
し
た
動
物
や
ア
ジ
ア
の
一
ス
」
（
サ
ル
の
よ
『
忌
ヒ
ト
）
に
も
直
立
苦
行
し
て
い
た
と
見
ま
っ
た
と
い
う
。

ど
を
紹
介
す
る
一
店
主
J

ト
ロ
ブ
ス
展
ニ
主
催
・
国
一
化
若
人
絹
な
ど
量
な
発
掘
品
も
多
数
展
示
さ
れ
二
原
と
名
前
ま
で
付
け
て
し
ま
つ
ら
れ
、
ヒ
ト
と
サ
ル
の
中
間
的
責
主
一
十
年
後
、
中
国

一
立
科
学
博
物
館
、
読
売
新
聞
社
）
が
七
日
か
る
は
り
ま
る
。
…
人
の
世
界
」
を
体
験
さ
せ
て
く
れ
る
。
ピ
子
力
J

ト

ロ

主

た

。

存

在

に

違

い

な

い

」

と

判

断

。

で

ピ

テ

カ

ン

ト

ロ

プ

ス

と

同

種

一
顔
面
が
保
有
さ
れ
た
唯
一
の
化
右
「
ピ
子
力
／
ト
ロ
ブ
ス
一
ス
と
は
何
者
か
、
開
催
を
一
一
に
原
人
に
迫
っ
た
。
一
デ
ュ
ポ
ワ
は
、
親
の
す
す
め

1
ピ
テ
カ
ン
ト
ロ
プ
ス
・
エ
レ
の
北
一
…
問
人
が
発
見
さ
れ
、
再

天
号
」
も
、
イ
J

ド
ネ
シ
ア
政
尉
の
特
別
許
制
に
よ
D
、
一
科
学
部
松
井
正
、
笹
沢
教
一
一
で
名
門
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
ク
ト
ス
し
（
闘
立
し
た
サ
ル
の
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

一

I
l
l
i
t－
－
1
1
1
I
l
l
i－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1
1
1｜
｜
｜
L
医
学
部
に
進
む
が
、
「
自
分
の
よ
う
な
ヒ
ト
）
と
名
付
日
二
デ
ュ
ポ
ワ
は
、
そ
の
賃
イ
ン

l

j

i

使
市
は
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
八
九
四
年
、
学
会
に
報
告
す
る

o
F
Aシ
ア
を

F訪
す
る
こ
と
は

〆
に
）
も
こ
里
民
当
ゴ

E
K
を
探
す

ELと
決
意
。
罰
つ
い
に
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
な
か
っ
た
o

汁

1
1
F
a
f－－
r
t
l
f川
直

I
A川

E
3
1
1
H
4
4

学
者
と
し
て
約
関
さ
れ
た
蝉
か
剖

E

F

J
司

4q副
1
1
g
q
回
，
，
ず
暑
品
シ
H
H

、官・
F

一、4
5

J

’
4

a

t

a

‘
4
四

J

M

－

’

て

司

し

い

将

来

を

捨

て

て

軍

症

を

志

三

、
化
論
の
予
言
に
関
心
立
時
誌
九
一

（
当
時
は
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
）
三

回
ピ
テ
カ
ン
ト
ロ
ブ
ス
の
化
右
ヘ
旅
立
つ
。
一
八
八
七
年
、
一
一
三

回
の
最
初
の
発
見
者
は
、
進
化
請

i
九

歳

の

時

だ

。

三

一
に
警
轟
か
さ
れ
、
「
人
類
の
当
初
ス
マ
ト
一
b
島
で
、
軍
医
三

四
侶
先
を
こ
の
手
で
見
つ
け
た
の
か
た
わ
ら
制
習
で
発
掘
を
続
三

由
い
」
と
決
意
し
た
オ
ム
フ
ン
ダ
人
け
た
が
、
白
ぼ
し
い
発
見
が
な
三

司
医
師
ウ
ジ
ェ
l
ヌ
・
デ
ュ
ボ
ワ
い
。
悩
ん
だ
デ
ュ
ポ
ワ
は
二
一
年
三

世
（
一
八
五
八
一
九
四
O
）
o

陸
、
持
台
を
ジ
ャ
ワ
島
に
移
す
0

5

相
訪
デ
ュ
ボ
ワ
は
、
ダ
l
ウ
ィ
ン
「
か
つ
て
竜
や
巨
λ
が
住
存
、
日

同
叫
が
「
極
の
起
源
」
を
出
す
前
年
、
そ
の
骨
が
出
る
」
と
、
村
人
が
＝

ル
オ
ラ
ン
ダ
南
部
の
小
さ
な
町
に
う
わ
さ
し
て
い
た
川
沿
い
の
地

一
一
生
ま
れ
↑
L
O

父
は
薬
剤
師
。
自
ト
リ
ニ
l
ル
で
1

大
規
模
な
発

リ
然
科
学
に
親
し
み
、
化
右
拾
い
掘
を
続
け
た
。

刊
訂
が
好
き
な
子
供
だ
っ
た
。

引
デ
ュ
ボ
ワ
の
青
春
闘
代
は
、

同
ち
ょ
う
戸
謹
化
請
が
討
に
認
め

い
～
ら
れ
始
め
た
時
期
。
ネ
ア
ン
デ

し
ル
タ
i
ル
人
や
ク
ロ
マ
ニ
ョ
ン

糊
人
の
化
石
が
次
々
と
発
見
さ

在
れ
、
人
類
の
祖
先
へ
の
関
心
が

京
高
ま
っ
た
。
高
校
生
の
デ
ュ
ボ

E

ワ
も
進
化
論
の
と
り
こ
に
な

卜
る
。

加

語

、

ド

イ

ツ

の

著

書

テ
ヘ
ッ
ケ
ル
は
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
・

ゼ
リ
ン
ク
（
失
わ
れ
た
鋭
の
開
店
）
」

？
と
い
十
字
雪
え
方
を
唱
え
た
。
サ

ボ
ル
か
ら
ヒ
ト
ヘ
進
化
す
る
過
穏

世
で
、
今
は
捕
び
た
人
組
の
狸
珂

が
い
た
ー
ー
と
い
う
も
の
だ
。

現
代
型

昆主1王寺斤J室重一言主主19';>6年（平成自年） 9月4日（水曜日〕〈第三種郵亙物認可〉
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発見者
デュボワ

ピ
テ
カ
ン
ト
ロ
ブ
ス
が
い
た

こ
ろ
、
ジ
ャ
ワ
島
に
は
様
々
な

動
物
が
生
き
て
い
た
こ
と
が
、

化
石
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。

ゾ
ウ
、
サ
イ
、
ト
ラ
、
ス
イ
ギ

ュ
ウ
1
0
し
か
し
、
そ
の

多
く
は
す
で
に
絶
滅
し
て
い

る。
展
示
さ
れ
る
動
物
の
似
品
の

中
で
圧
巻
は
日
大
ゾ
ウ
ガ
メ
。

甲
羅
だ
け
で
長
さ
二
討
も
あ

り
、
現
存
す
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
ソ

ウ
ガ
メ
よ
り
は
る
か
に
大
き

い
。
史
上
最
大
の
日
ク
ガ
メ
化

石
だ
。
こ
の
ゾ
ウ
ガ
メ
が
純
補

し
た
と
さ
れ
る
約
百
十
方
年
前

）
は
、
ピ
ア
カ
ン
ト
口
ブ
ス
が
ジ

ゆ
ャ
ワ
島
に
渡
っ
て
き
た
時
期
と

ぺ
重
な
る
。
科
学
問
物
館
の
海
部

舟
陽
介
さ
ん
は
「
ピ
テ
カ
ン
ト
口

和
ブ
ス
が
ゾ
ウ
ガ
メ
な
ど
の
生
物

艇
を
蹴
ぼ
し
た
と
い
う
説
も
あ

、
る
」
と
語
る
。

郡
高
い
知
態
こ
強
じ
ん
な
体
力

i

協
を
持
つ
ピ
子
力
ン
ト
ロ
ブ
ス

叫
が
、
動
き
が
踊
く
警
戒
心
の
滞

さ
い
ゾ
ウ
ガ
メ
を
倒
す
の
は
簡
単

克
だ
っ
た
ろ
う
一
。
動
物
に
と
っ
て

川
は
恐
怖
の
佳
入
者
だ
っ
た
の
か

キ
も
知
れ
な
い
。

口
山
ほ
か
に
も
、
ゾ
ウ
の
祖
先
ス

泊
予
ゴ
ド
ン
の
四

M
4い
キ
パ
、

骨
ジ
ャ
ワ
島
明
独
同
に
進
化
し
た

身
ス
イ
ギ
ュ
ウ
の
全
身
骨
格
化
右

冶
な
ど
、
圏
一
捺
い
化
右
も
多
数

ト
展
示
さ
れ
る
。
失
わ
れ
た
副
物

山
げ
た
ち
が
、
当
時
の
島
の
様
子

一
ア
を
雄
弁
に
語
り
か
け
て
く
れ

ス
る
。

三
一
二
良
一
回

一J
P一一

UFι
一
人

万人…ヨ一…浦

安
－
T
一
刻

リγ
芸
町

一

mW九
時
冗
ブ

4

4
I
n

総出
ι

抗

一
回
震
の
白

人

ι4
山尚
J

白
人

U
J一

デュボワ
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「
豊
か
な
楽
園
」
の
住
人
ピ
テ
カ
ン
ト
ロ
ブ
ス
が
暮
ら

し
て
い
た
の
は
、
先
わ
れ
た
陣

地
「
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
」
o
約
百

二
十
万
哲
前
か
ら
現
在
ま
で

ピ
テ
カ
ン
ト
ロ
プ
ス
は
、
ジ
に
、
氷
河
期
が
何
度
か
繰
り
返

ャ
ワ
島
で
見
つ
か
る
白
十
万
さ
れ
た
。
氷
河
期
に
は
水
が
氷

k
g
 

七
十
万
年
前
の
化
右
人
舗
で
あ
河
と
な
っ
て
陵
地
に
地
積
、
海

る。ピ一
7
カ
ン
ト
ロ
プ
ス
は
ー
サ
面
が
下
が
る
。
イ
ン
ド
シ
ナ
半

ル
の
よ
ラ
な
ヒ
ト
」
勾
嗣
昧
で
、
島
か
ら
ジ
ャ
ワ
島
、
ボ
ル
ネ
オ

中
国
北
部
で
発
見
さ
れ
た
北
京
島
、
フ
ィ

U
ピ
ン
の
パ
ラ
ワ
ン

原
人
な
ど
と
共
に
「
ホ
モ
・
工
島
は
、
ひ
と
続
き
の
陣
地
、
ス

レ
ク
ト
ス
L

（
原
人
）
に
分
溜
ン
ダ
ラ
ン
ド
だ
っ
た
。

さ
れ
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
化
右
人
知
の

現在もインドネシアと日本の合同
調査が続く発掘現場〔サシギラン〕
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リ
ン
グ
な
ら
余
裕
で
金
メ
ダ

－

L
』日
S
E－
－

一

一

，

〉

m

－

L
3
ル
o
百
室
や
ヤ
リ
投
宮
訓

一
一
一

d

￥

E
＝F
二

二

、

士

・

二

練

次

第

で

優

勝

L

と
馬
場
研
究

ーョ
ι
－
一
叶
－

E
g
1
2

＝
1
1
1
1
『

J
」
戸
i

－
d
V
3

部
長
。
筋
骨
際
々
な
分
、
熱
の

睡
塑

E
J
塵
…
際
通
繁
一
ハ
醐
怨
注
目
的
W
J

発
散
は
悪
い
の
で
監
察

E
O
v
m
m
j
jぞ
鑓
圏
翻
意
～
沼
田
豊
田
自
翼

E
E
b〉
う
ま
く
い
か
ず
、
マ
ラ
ソ
ン
で

ピ
テ
カ
ン
ト
ロ
プ
ス
が
現
代
子
力
ン
ト
ロ
プ
ス
は
島
長
国
七
刀
も
現
代
人
の
凹
倍
、
一
一
面
J
は
完
走
も
お
ぼ
つ
か
な
い
。

に
よ
み
が
え
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
十
時
く
体
重
九
十
J
程
度
と
推
は
あ
っ
た
ら
し
い
。
相
撲
で
い
ち
な
み
に
、
ピ
テ
力
ン
ト
ロ

ク
出
場
し
た
ら
！

l
o
「
ピ
定
さ
れ
る
。
最
近
の
研
究
方
、
え
ば
、
身
悼
は
舞
の
岬
さ
フ
ス
ブ
ス
の
物
を
か
む
力
も
扇
代
人

テ
力
ン
ト
ロ
ブ
ス
展
」
で
は
、
首
の
筋
肉
が
頭
骨
に
付
く
部
分
だ
が
、
力
は
曙
並
み
と
い
う
こ
の
問
倍
。
取

Tか
み
砕
け
る
ほ

こ
ん
な
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
も
設
の
面
積
が
現
代
人
の
二
倍
も
あ
と
に
な
る
。
ど
だ
が
、
残
念
な
が
ら
オ
リ
ン

け
ら
れ
る
。
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
邑
の
筋
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
、
筋
ビ
ッ
グ
に
「
か
む
」
と
い
う
極

ジ
ャ
ワ
島
の
化
石
か
ら
、
ピ
肉
や
背
筋
が
異
常
に
強
く
、
握
力
が
勝
負
の
重
量
挙
げ
や
レ
ス
目
は
な
い
。

倍
家
族
｜
｜
住
ま
い
は
？

l
l中
均
幸
市
は
ワ

聞
で
狩
温
陸
だ
っ
た
の
で
、
開
か
現
在
の
類
人
猿
や
縄
文
人

た
ら
げ
の
よ
う
な
場
所
で
、
雨
風
な
ど
か
ら
推
定
し
て
一
一
千
踊

を
防
ぐ
程
度
の
も
の
だ
っ
た
ぐ
ら
い
。
短
命
だ
っ
た
が
成

長
も
早
か
っ
た
。

ン
Q
＆
A

l

l

露
会
室
長

う
映
画
が
あ
っ
た
が
？

ろ

う

。

そ

れ

は

メ

チ

ャ

ク

チ

ャ

。

圭
に
｜
｜
言
葉
は
？
恐
竜
は
、
は
る
か
昔
、
六
千

魚
、
脳
の
大
き
さ
か
ら
考
え
五
百
万
年
前
に
掛
び
て
い

一
室
ベ
て
、
話
せ
て
も
お
か
し
く
な
る
。
ピ
テ
カ
ン
ト
ロ
プ
ス
と

い
。
証
拠
は
な
い
が
。
戦
う
は
ず
は
な
い
。

ピ
テ
カ
ン
ト
口
プ
ス
の
C
Gに
よ
る
組
憎
図
（
宮
武
毅
氏

作
）
。
五
輪
の
や
り
投
げ
に
出
た
ら
金
メ
ダ
ル
確
実
？

告主義童話~~~~~~諸霊童 ~~~~~~i~it
~II§ II草間~HHH1欝~li~ ！ I~~~~
宮市再開市町長錯誤重量一
if控訴il.l~~il!i i~~~昨日出~U,Hl ；~l出

【
会
場
】
国
立
科
学
博
物

館
（
東
京
・
上
野
公
園
）

【
会
期
】
九
周
七
日
（
土
）

1
1
一月一一」
l

四
日
（
日
）

午
前
九
時
l
午
後
四
時
三

十
分
（
最
終
入
場
午
後
四

時
）
。
月
曜
休
館
（
た
だ
し

九
月
十
六
日
、
二
士
一
円
、

十
一
月
四
日
は
開
飽
、
山
口
日

休
館
）【
桂
援
】
外
務
省
、
文
部

省
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
館
、

マ
レ
ー
シ
ア
大
地
館
ほ
か

【
入
場
料
】
一
般
・
大
学

生
U
千
一
三
田
円
（
団
体
千

円
）
、
小
・
中
・
高
校
生
日

六
円
円
（
旧
三
百
五
十
円
）

民
団
体
は
二
十
人
以
上

【
問
い
合
的
せ
〕
事
務
局

（

0
3
・3
8
2
2
・1
6

9
4）
。
読
売
新
聞
ホ
l
ム

ベ
l
ジ
（

E
G
ミ
愛
者
喝

山古河口
E
己

E
E
1）
で
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。



木曜日1995年〈平成ア年〕8月17日

制
万
年
前
の
化
石

ー
ダ
i
と
す
る
ケ
ニ
ア
国
立
博

物
館
や
米
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

立
大
な
ど
の
調
査
チ
I
ム
。
一

九
八
八
年
か
ら
今
年
初
め
に
か

け
て
ケ
ニ
ア
北
西
部
の
ト
ゥ
ル

カ
ナ
湖
周
辺
の
地
層
か
ら
上
あ

ご
、
下
あ
ご
、
耳
の
部
分
の
頭

で
見
つ
か
っ
た
三
百
七
十
五
万
一
骨
、
下
肢
な
ど
の
化
石
二
十
一

年
前
の
足
跡
の
他
石
が
、
最
古
一
個
を
発
掘
し
た
。
年
代
測
定
の

の
二
足
歩
行
猿
人
の
も
の
と
考
十
結
果
、
四
百
十
万
！
三
百
九
十

え
ら
れ
て
い
た
。
一
万
年
前
の
も
の
と
推
定
さ
れ

発
掘
し
た
の
は
、
人
類
学
者
一
た
。

ミ
！
ブ
・
リ
i
キ
I
博
士
を
リ
一
記
者
会
見
し
た
リ
i
キ
l
博

ケ
、..，
、回掴綱島

ア
で
下
肢
な
ど
発
見

【
ナ
イ
ロ
ビ
汀
日
共
同
】
人

類
の
直
接
の
祖
先
と
し
て
は
二

）
一
番
目
に
古
い
約
四
百
万
年
前
の

刊
一
猿
人
の
化
石
が
ケ
ニ
ア
で
見
つ

タ
一
か
り
、
土
ハ
目
、
公
開
さ
れ
た
o

f
k
一

は
っ
き
り
分
か
る
と
い
う
。
諏

訪
元
・
東
大
理
学
部
助
教
授
ら

の
チ
l
ム
が
エ
チ
オ
ピ
ア
で
発

掘
し
た
と
昨
年
発
表
し
た
四
百

四
十
万
年
前
の
最
古
の
人
類
化

石
ラ
ミ
ダ
ス
猿
人
は
、
足
の
骨

が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
歩

行
形
態
は
分
か
っ
て
お
ら
ず
、

二
足
歩
行
が
明
白
な
猿
人
の
化

石
と
し
て
は
今
回
の
発
見
が
最

も
古
い
も
の
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア

ア
ナ
メ
シ
シ
ス
猿
人
（
ア
ウ

ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
・
ア
ナ
メ

ン
シ
ス
）
と
名
付
げ
ら
れ
た
伯

石
は
、
下
肢
の
骨
の
形
態
か
ら

二
足
歩
行
を
し
て
い
た
こ
と
が

匡葺守東汗元皆区3子毛主

ケ
ニ
ア
北
西
部
の
ト
ゥ
ル
カ
ナ
湖
周
辺
で
発
見
さ
れ
た
猿
人

化
石
。
左
が
4
1
0万
年
前
の
あ
ご
骨
、
右
が
3
5
0万
年

前
の
腕
の
骨
（
A
P
H共
同
）

区
別
の
根
拠
に
ア
ナ
メ
ン
シ
ス
強
人
の
特
徴

は
ラ
ミ
ダ
ス
猿
人
と
は
明
ら
か

疑
問
の
声
も
に
異
な
る
。
研
究
グ
ル
ー
プ
の

今
回
ケ
ニ
ア
で
発
掘
さ
れ
た
一
見
方
が
正
し
け
れ
ば
、
ア
フ
ァ

「
ア
ナ
〆
ン
シ
ス
猿
人
」
の
化
一

l
ル
猿
人
（
約
三
百
九
十
万

石
は
、
ヒ
ト
が
サ
ル
か
ら
分
か
士
一
百
九
十
万
年
前
）
と
ラ
ミ
ダ

れ
て
進
化
し
て
、
ニ
足
歩
行
し
一
ス
握
人
と
の
中
間
に
位
置
し
、

た
直
接
的
証
拠
だ
。
こ
れ
で
一
二
両
者
を
形
態
学
的
に
つ
な
ぐ
新

足
歩
行
開
始
の
時
期
は
、
こ
れ
一
種
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
で
確
認
さ
れ
た
も
の
よ
り
一
三
し
か
し
「
歯
の
違
い
な
ど
、

十
万
年
以
上
早
ま
っ
た
。
一
ア
フ
ァ
ー
ル
麗
人
と
ア
ナ
メ
ン

エ
チ
オ
ピ
ア
で
見
つ
か
り
、
一
シ
ス
猿
人
を
区
別
す
る
根
拠
が

昨
年
発
表
さ
れ
た
最
古
の
人
類
一
研
笥
ク
ル
！
プ
の
論
文
で
は
必

化
石
ラ
ミ
ダ
ス
猿
人
（
約
四
百
一
ず
し
も
明
確
で
な
い
」
九
馬
場

四
十
万
年
前
）
の
場
合
、
頭
部
一
悠
男
・
国
立
糾
学
博
物
館
人
類

の
骨
の
特
徴
か
ら
二
足
歩
行
を
一
研
究
部
長
）
と
、
疑
問
も
残
さ

推
定
し
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
一
れ
て
い
る
。

た
め
だ
。

（解説）

士
に
よ
る
と
、
ア
ナ
メ
ン
シ
ス

猿
人
は
長
く
強
固
な
歯
根
付

き
の
大
き
な
犬
歯
、
幅
広
い
臼

歯
な
ど
の
特
徴
を
持
つ
と
い

「つ。
博
士
は
「
今
回
の
発
見
は
、
人

類
の
進
侶
の
初
期
の
段
階
の
研

究
に
非
常
に
重
要
な
新
し
い
洞

察
を
加
え
る
と
と
も
に
、
二
足

歩
行
の
歴
史
が
四
百
万
年
前
に

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
証
明
し
た

点
で
価
値
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

研
究
結
果
は
十
七
日
発
行
の

英
糾
学
誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
に
も
発

表
さ
れ
た
。
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ア
フ
リ
カ
以
外
で
見
つ
か
っ
た
人
類
と
し
て

は
品
古
と
な
る
約
百
九
十
万
年
前
の
ヒ
ト
化
石

を
、
中
国
科
学
院
古
和
市
船
動
物
古
人
類
学
研
究

所
な
ど
切
グ
ル
ー
プ
が
中
国
・
四
川
省
亙
山
近

郊
の
洞
窟
で
発
見
し
、
十
六
日
発
行
の
英
科
学

弘
前

1

ネ

l
チ
ャ
l
L
に
発
表
し
た
。

人
類
は
ア
フ
リ
カ
で
約
四
百
四
十
万
年
前
に

猿
人
と
し
て
発
生
し
、
原
人
（
ホ
モ
・
ヱ
レ
ク

ト
ス
）
に
進
化
し
た
段
階
で
約
百
十
万
百
四

十
万
年
前
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
ヘ
拡
散
し
た
と

さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
年
代
が
正
し
け
れ
ば
、

さ
ら
に
古
い
時
代
に
、
よ
り
原
始
的
な
タ
イ
プ

の
ヒ
ト
が
ア
ジ
ア
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
た
め
、
人
類
の
起
源
を
め
ぐ
る
論
争
に
波
紋

ー
ア
フ
リ
カ

以
外
で
最
古

l

l人
類
の
起
源
に
一
石
l

を
呼
び
そ
う
。

報
告
し
た
の
は
同
科
学
院
、
米
ア
イ
オ
ワ
大

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
。
化
石
は
八
0
年
代
後
半
の

発
問
で
原
始
的
な
石
器
と
と
も
に
、
一
二
本
の
歯

と
下
あ
ご
の
一
部
が
発
見
さ
れ
た
o
放
射
性
物

質
の
白
然
崩
壊
を
利
用
す
る
「
電
子
ス
ピ
ン
共

鳴
法
」
な
ど
三
つ
の
異
な
る
方
法
で
分
析
を
行

い
、
年
代
を
約
百
九
十
万
年
前
と
結
論
し
た
。

同
大
の
R
・
シ
ョ
ハ

l
ン
博
士
に
よ
れ
ば
、

歯
が
比
較
的
小
さ
く
き
ゃ
し
ゃ
で
あ
る
な
ど
の

理
由
か
ら
、
北
京
原
人
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
一

般
的
ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ス
で
は
な
く
、
さ
ら
に

原
始
的
な
「
初
期
型
ホ
モ
属
」
と
呼
ば
れ
る
、

ア
フ
リ
カ
で
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
タ
イ
プ

だ
と
い
う
一
O
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ー一

第1ポイント r古生代カシブリ？紀」

今から5億7500万年前、これまで生命は非常にゆっ
くりと進化していたのですが、古生代力ンブリア紀に入る

と、爆発的に進化をし始めました凸

あたまに5つの眼を持った「オパビニア」や14本の足を
持った「J＼）レキゲ二ア」など、とてち不思議な形をした生

生物ち現われました。

貴ポイントの課題「オパヒ二？」ま定は「ハ／Lキゲ二7フ」
はと九な形をしてい芝でしょう？とちらかを想像して形を
描いて下さい。

575問寺詰＼t乙

第三ポイント「古生代デil¥：：ノ紀J

41意年前ぐらいになると、今まで海の中にいた生物が酸
素をたくさん出し、大気に酸素が増え植物をはじめ生物が

陸にあがり始めまレた。

女ポイントの課題「をれはなぜか。各自、正しいと思う宅

のの雷号繭i之自分の名前を記入してください。

ようやく陸地が冷えて生物が住めるようになったから。

肺昨日及できる生物が誕生レたから。

太陽の紫外線が地表まで届かなくなったからD

百まで数え終わったから口

のぼせたから。

1
2
3
4
5
 

可00＂＇す読 t乙



山 ＂＇＇ムーー崎瞳垣崎歯盛母語走後建お望謹Z主議議員越金卒、告白持母S＇＇＇＇－~fr事記＆議長＂＂＇冷＂＂

第3ポイント「中生代」 約2億 4700万年前～

おまちかね、は虫類の時代に入って来ました。恐竜が現

われ、全盛を誇ったのは、ジュラシックパークで有名にな

りました「ジュラ紀」とそのあとの「白亜紀Jです口
2骨、120041手前～ I J輩、4300~年体i～

女ポイントの課題「乙の場所ずら置かれ芝A～Hのカードの
生物は rラコラ紀J か「白亜紀」とちら（2いだのでしょう。
分けて記号をを記入してください。

〈ヒント二副文によってその順位がわかる〉

4努撃手

足J

第4ポイント「新生代」約6500万年前

Av'0111事uK ~11l. 'lo州
、' 守秘J:-i:!;

2¥'2川寺例 IJ iJ:"J. 

ここにきて、恐竜達はすっかりいなくなってしまいます。

最近では巨大損石の衝突によるとされていますが、恐竜絶

滅のミステリーはまだ解自足されていなし1のです。

女ポイントの課題 r恐竜［ま絶j威し定ガ、生き残つ芝宅の宅

い定。をれは）欠の内とれか5つ選九で記入して下さい。

1ウマ。 2ワ二。 3サル。 4サケ。 5ネアンデルタール人。
6力工ル。ア始祖鳥。 8サメ。 9マンモス。 10力メ。 IIア
ンモナイト。 12ヘビ。 13クレヨンしんちゃん。 14ゴキブリ。
I 5サザエさん。

コ、－／レエ＇／ ~17"" 持I Iエ



第5ポイント「現代」コ‘ー／L

気を付けて、コールラインの年代を読み取って下さい。

女ポイントの課題① 第4ポイントから乙こまで巴買っ
け定カード（2.記入され定文字を順（2.並べると、ある老のの
Ill買の頭文字を示しています。では最後の文字｛ま伺でしょう
予想をしてをの文字を記入して下さい。

〈ヒント＝ゴールでもっとも若くなる〉

貴ポイントの課題②次の言葉を入れて一旬よ九で下さい。
1生命。 2白亜紀。 3恐竜。 4ジュラシックロ
5中世代。 6古生代。アおおむかし。 8六億年。
(2回使ってち良い。各自の名前を忘れないでね〉

い雪.＿ :-:... ......、車

コ＇＇.－ 1し｛＇.：f'-1 t-:-1'.可l'.:-~'i-J. 

称、

窮5ポイント「現代」コ－／L

気を付けて、ゴールラインの年代を読み取って下さい。

常ポイントの課題① 第4ポイントから乙乙まで＇？見つ
け定カード（2.記入され定数字(J')i づ支暗主勾Fえと下さ与し~－－，
jζしz毛し均二イ可力、微なが＇＜ 6巳し在5ζ十＼:fいわ手川、 ! 

i子花し1._千主＼＼〈子喚にい3.+ ＇＞.数bわ争末ずつ初、 ~1ずれは静長
τiさずでよ ）（セャトバげ竺土九日加をz刷、ff!，二言A.1.'"l＼九｛歩行；，J
貴ポイントの課題②）欠の言葉を入れて一旬よ九で下さい。
1生命。 2白亜紀。 3恐竜。 4ジュラシック。
5中世代。 6古生代。 7おおむかし。 8六億年。
(2回使っても良しl0各自の名前を忘れないでね〉
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エ
チ
オ
ピ
ア
で
見
つ
か
っ
た
約
2
5
0万
年
前
の
握
り
こ
ぶ

し
大
の
石
器
（
A
P
H
共
同
）

一
向
調
綱
引
問
問
時
時
臨
時
一
一
感
構
図
問

エ
チ
オ
ピ
ア

で

出

土

エ
チ
オ
ピ
ア
で
出
土
し
た
石

器
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
作
ら
れ

た
の
は
約
二
百
五
十
万
年
前

で
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た

世
界
畳
古
の
石
器
よ
り
も
二
十

万
年
余
り
占
い
こ
と
が
分
か
っ

た
と
い
う
論
文
が
二
十
三
日
発

売
の
英
科
学
誌
ネ
イ
チ
ャ
l
に

掲
載
さ
れ
た
。

放
射
性
元
素
で
測
定

発
表
し
た
の
は
米
ラ
ト
ガ
｜

ス
大
な
ど
の
研
究
チ
l
ム
。
エ

チ
オ
ピ
ア
北
部
の
ゴ
ナ
川
流
域

で
一
九
七
六
年
以
降
、
大
量
に

出
土
し
た
石
器
の
年
代
を
放
射

性
同
位
元
素
を
使
っ
た
年
代
測

定
法
な
ど
で
精
密
に
側
っ
た
。

そ
の
結
果
、
石
器
の
年
代
は

今
か
ら
二
百
五
十
万
年
前
か
ら

二
百
六
十
万
年
前
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
最
古
と
さ
れ
て
い

た
の
は
ケ
ニ
ア
の
ト
ゥ
ル
カ
ナ

盆
地
な
ど
で
見
つ
か
っ
た
二
百

三
十
万
年
前
の
石
器
。
ゴ
ナ
川

流
域
の
石
器
は
、
さ
ら
に
二
十

万
l
一一一
十
万
年
古
い
こ
と
に
な

る。

英誌に論文

石
器
の
原
料
は
「
粗
面
岩
」

と
い
う
火
山
岩
で
、
削
っ
た
面
一

は
貝
殻
の
よ
う
な
模
様
に
な
っ

一
「

て
い
る
。
こ
の
様
式
は
、
タ
ン

一い

ザ
ニ
ア
中
央
部
の
オ
ル
ド
パ
イ
一け

渓
谷
で
出
よ
し
た
百
八
十
万
年
一地

前
の
石
器
に
似
て
い
る
と
い
了

う

。

一

t

石
器
の
出
た
付
近
で
は
ヒ
ト
一

属
や
猿
人
な
ど
骨
の
他
石
は
見
一ヲ

っ
か
つ
て
お
ら
ず
製
作
者
を
推
一一

定
す
る
手
掛
か
り
は
ま
だ
な
亡

い
。
研
究
チ
ー
ム
は
、
洗
練
さ
一
が

れ
た
製
作
技
術
か
ら
み
て
さ
士

ら
に
古
い
石
器
が
出
土
す
る
可
一・

能
性
が
あ
る
と
見
て
い
る
。
一
－


